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通行量の推移図1

調査地点別通行量図2
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※サンプル数（休日：704人、平日：743人）。なお、一人あたりの回答が複数回答のため、比率合計は100％にはならない。
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平
日
、休
日
と
も
通
行
量
が
増
加
。

ま
ち
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
効
果
も
。

J
R
宇
都
宮
駅
周
辺
の
伸
び
が
め
ざ
ま
し
い

R
e
s
u
lts

 o
f a

n
 in

v
e
s
tig

a
tio

n抜
粋
（
一
部
、
誌
面
に
合
わ
せ
て
修
正
）
し
な

が
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
通
行
量
実
態
調
査
結
果

　
過
去
と
の
比
較

●

休
日
通
行
量
は
、
28
地
点
中
26
地
点
が
平
成

22
年
度
を
上
回
っ
た
。

●

休
日
と
平
日
で
は
、
総
合
的
に
男
女
の
比
率
は

だ
い
た
い
同
様
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。（
平
日

の
女
性
比
率 

48
％
、休
日
の
女
性
比
率 

51
％
）

　
調
査
地
点
別
通
行
量

●

休
日
、
平
日
と
も
、
Ｊ
Ｒ
駅
東
西
自
由
通
路

が
今
年
度
も
第
１
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
た
。

〈
休
日
ベ
ス
ト
５
〉 

①
Ｊ
Ｒ
駅
東
西
自
由
通
路

②
オ
リ
オ
ン
ス
ク
エ
ア
前 

③
長
瀬
文
具
店
前

④
旧
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョッ
プ
前 
⑤
長
谷
川
時
計
店
前

〈
平
日
ベ
ス
ト
５
〉 

①
Ｊ
Ｒ
駅
東
西
自
由
通
路

②
長
瀬
文
具
店
前 

③
旧
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョッ
プ
前

④
オ
リ
オ
ン
ス
ク
エ
ア
前 

⑤
長
谷
川
時
計
店
前

　
通
り
別
通
行
量

●

Ｊ
Ｒ
駅
東
西
自
由
通
路
が
、
休
日
平
日
と
も

に
１
位
、
以
下
オ
リ
オ
ン
通
り
、
東
武
馬
車

道
通
り
と
続
く
。
休
日
と
平
日
で
差
が
大
き

い
の
は
二
荒
通
り
、
駅
東
大
通
り
（
４
位
、
５

位
→
10
位
、
８
位
）
な
ど
。

●

平
成
22
年
度
調
査
時
に
比
べ
、
増
加
地
点
は

休
日
で
26
地
点
、
平
日
で
20
地
点
と
、
全
般

的
に
増
加
し
て
い
る
。
一
方
減
少
し
た
の
は
休

日
２
地
点
、
平
日
８
地
点
だ
っ
た
。

　
時
間
帯
別
通
行
量
調
査

●

中
心
市
街
地
全
体
の
休
日
の
通
行
量
は
午
前

10
時
の
約
８
、０
０
０
人
か
ら
増
加
し
、
午
後

３
〜
４
時
を
ピ
ー
ク
と
し
て
減
少
に
転
じ
る
。

調
査
時
間
帯
で
の
通
行
量
の
最
大
格
差
は
約

５
、７
０
０
人
程
度
と
な
って
い
る
。

●

平
日
は
、
昼
食
時
間
帯
の
午
後
０
時
〜
１
時
に

約
１
５
、２
０
０
人
程
度
ま
で
通
行
量
が
増
加

し
た
後
、
午
後
２
時
〜
３
時
に
は
約
９
、７
０
０

人
ま
で
減
少
す
る
。
そ
の
後
、
帰
宅
時
間
帯
の

午
後
５
時
〜
６
時
に
か
け
て
再
び
増
加
す
る
。

　
タ
イ
プ
別
通
行
量
調
査

●

休
日
は
全
体
の
約
半
分
が
複
数
人
数
で
行
動
し

て
い
る
（
１
人
で
行
動  

休
日
52
％
、平
日
66
％
）。

平
日
で
は
買
い
物
客
も
減
少
す
る
こ
と
か
ら
複

数
人
数
の
割
合
が
減
って
い
る
と
見
ら
れ
る
。

●

年
齢
を
見
る
と
、
休
日
で
は
約
40
％
が
20
歳
、

30
歳
代
。
30
歳
以
下
で
は
全
体
の
62
％
を
占
め

る
。
平
成
22
年
度
に
比
べ
若
年
層
の
割
合
が
全

体
に
占
め
る
割
合
で
増
加
し
て
い
る
。

　
　
　
来
街
者
実
態
調
査
結
果

　
居
住
地

●

市
内
、
市
外
、
県
外
か
ら
の
来
街
者
の
割
合

は
63
％
：
27
％
：
10
％
と
な
る
。

●

県
内
来
街
の
上
位
３
位
は
、
鹿
沼
市
12
％
、

日
光
市
12
％
、
下
都
賀
郡
10
％
だ
っ
た
。

●

来
街
の
多
い
上
位
３
都
県
は
、
東
京
都
31
％
、

茨
城
県
24
％
、
埼
玉
県
17
％
だ
っ
た
。

　
目
的

●

来
街
者
の
49
％
は
買
物
が
目
的
で
あ
る
。

●

食
事
を
す
る
県
外
来
街
者
の
約
半
数
は
餃
子

目
的
で
あ
る
。

　
利
用
交
通
機
関

●

来
街
者
が
利
用
す
る
交
通
機
関
の
46
％
が
公
共

当所と宇都宮市で定期的に実施
している、中心商店街を対象と
した「商店街通行量・来街者実
態調査」 が、今年も７月・８月
に実施されました。今回は調査
結果の概要をご報告するととも
に、調査結果から読み取れる現
状を分析します。

商店街通行量・来街者実態調査
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平
日
、休
日
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も
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ど
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。
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商
店
街
通
行
量
・

来
街
者
実
態
調
査

休
日
の
通
行
量
は

28
地
点
中
26
地
点
で
増
加

イベントで賑わうオリオンスクエアの風景

通行量が多かったJR駅東西自由通路

イベントで賑わうバンバ広場の風景

　

平
成
23
年
度
の
「
商
店
街
通
行
量
・
来
街
者

実
態
調
査
」
は
、
大
通
り
や
オ
リ
オ
ン
通
り
、
ユ

ニ
オ
ン
通
り
、
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
周
辺
な
ど
、
中

心
商
店
街
を
ほ
ぼ
網
羅
す
る
範
囲
で
行
っ
て
い
る

調
査
で
す
。
今
回
は
、
次
の
よ
う
な
要
領
で
実

施
し
ま
し
た
。

　
　「
通
行
量
実
態
調
査
」実
施
要
領

【
調
査
年
月
日
】

平
成
23
年
7
月
24
日
（
日
）・
25
日
（
月
）　

午
前
10
時
〜
午
後
７
時

【
調
査
地
点
】

市
内
中
心
部
28
地
点

【
調
査
日
の
天
候
】

7
月
24
日
（
日
）　

曇
り
一
時
晴

7
月
25
日
（
月
）　

曇
り
時
々
晴

　
　「
来
街
者
実
態
調
査
」実
施
要
領

【
調
査
年
月
日
】

平
成
23
年
7
月
31
日
（
日
）・
8
月
1
日
（
月
）

午
前
10
時
〜
午
後
７
時

【
調
査
地
点
】

（
1
）J
R
駅
西
口
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ

（
2
）F
E
S
前
（
ユニ
オ
ン
通
り
）

（
3
）パ
ル
コ
宇
都
宮
店
前

（
4
）
長
瀬
文
具
店
前
（
オ
リ
オ
ン
通
り
）

（
5
）近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
前
（
大
通
り
）

（
6
）オ
リ
オ
ン
ス
ク
エ
ア
前
（
オ
リ
オ
ン
通
り
）

（
7
） サ
イ
ト
ウ
シ
ャ
ツ
店
前（
東
武
馬
車
道
通
り
）

【
調
査
方
法
】
聞
き
取
り

【
調
査
対
象
者
】
１
、４
４
７
人

（
男
性
５
７
１
人
、
女
性
８
７
６
人
）

　

で
は
、
今
回
の
調
査
に
つ
い
て
、
報
告
書
か
ら

3 2

1

5

4 3

2 1
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図
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図
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※サンプル数（休日：504人、平日：791人）。なお、一人あたりの回答が複数回答のため、比率合計は100％にはならない。

「男性と女性で消費行動に差があるか」図5

支出額図6

「中心商店街に対する要望は何か」図8

「なぜそこで買物をするのか」図7
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パルコ
宇都宮
店

MEGA
ドン・
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ララ
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フェスタ
駅ビル
パセオ

オリオン
通り
店舗

ユニオン
通り
店舗

バンバ
日野町
店舗

東武
馬車道
通り

JR駅
西口
の店

JR駅
東口
の店

その他
表参道
スクエア性別

※来街者数は調査項目で支出をする、しないと回答した人のみを集計
※10円単位は四捨五入して100円単位に統一

来場者数 支出者数 支出者比率 買物合計金額 平均支出額

合計 1,447人 1,210人 84％ 7,768,490円 6,400円

そ
の
他

職
場
・
学
校
が
近
い

家
が
近
い

閉
店
時
間
が
遅
い

休
め
る
場
所
が
あ
る

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
貯
め
て
い
る

お
買
い
物
情
報
が
豊
富

接
客
態
度
が
良
い

専
門
的
な
知
識
が
あ
る

値
段
が
安
い

品
質
が
良
い

店
舗
が
き
れ
い

買
い
物
が
一
カ
所
で
済
む

品
揃
え
が
豊
富

交
通
ア
ク
セ
ス
が
良
い

駐
車
場
が
便
利

公
共
交
通
の
便
が
良
い
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※年代別の合計(複数回答あり)を100％として集計(サンプル数：1629件)

合　計
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店舗をきれいにしてほしい

情報提供機能を充実させてほしい

飲食店を増やしてほしい

娯楽施設を増やしてほしい

営業時間を延長してほしい

その他
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商
店
街
通
行
量
・

来
街
者
実
態
調
査

45 December  2011

交
通
機
関
で
、
自
家
用
車
は
27
％
。

　
来
街
回
数

●

男
女
と
も
に
来
街
回
数
は
「
ほ
ぼ
毎
日
」
が
全

体
の
31
％
と
最
も
高
く
、
次
い
で
「
月
１
回
」

が
全
体
の
15
％
を
占
め
た
。

　
駐
車
場
利
用
状
況

●

駐
車
場
利
用
者
全
体
の
20
％
が
「
東
武
（
第
１・

ス
カ
イ
）
駐
車
場
」
を
利
用
す
る
な
ど
圧
倒

的
に
多
く
、
次
い
で
「
市
役
所
駐
車
場
」
が

12
％
を
占
め
た
。

　
利
用
店
舗

●

利
用
店
舗
は
、
男
性
は
オ
リ
オ
ン
通
り
の
各
店
舗

が
32
％
と
最
も
高
く
、
女
性
で
は
東
武
宇
都
宮

百
貨
店
の
各
店
舗
が
47
％
と
約
半
数
を
占
め
た
。

　
支
出
額

●

来
街
者
の
８
割
程
度
が
何
ら
か
の
支
出
を
し
て

お
り
、
男
女
合
計
の
休
日
の
平
均
支
出
額
は
７
、

８
０
０
円
で
、
平
日
は
５
、０
０
０
円
で
あ
っ
た
。

　
買
物
理
由
の
比
較

●

中
心
部
を
多
く
利
用
す
る
人
で
は
「
品
揃
え

が
豊
富
」「
公
共
交
通
機
関
の
便
が
良
い
」
を

挙
げ
た
人
が
最
も
多
い
。

●

郊
外
を
多
く
利
用
す
る
人
で
は
「
駐
車
場
が

便
利
」「
家
が
近
い
」
を
挙
げ
た
人
が
、
約
半

数
を
占
め
た
。

　
中
心
部
商
店
・
商
店
街
に

　
対
す
る
要
望

●

全
年
代
層
で
、
そ
の
他
を
除
く
と
「
品

揃
え
を
豊
富
に
し
て
ほ
し
い
」
が
18
％

と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
値
段
を
手
ご

ろ
に
し
て
ほ
し
い
」
が
16
％
を
占
め
た
。

　
中
心
部
に

　
あ
っ
た
ら
よ
い
と
思
う
店
舗

●
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン

等
、
飲
食
店
を
望
む
声
が
21
％
と
最
も

多
く
、
次
い
で
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
、
く
つ
ろ

げ
る
カ
フェ
等
の
カ
フェ・喫
茶
店
と
、ス
ポ
ー

ツ
・
手
芸
等
の
専
門
店
が
９
％
で
あ
っ
た
。

「商店街通行量・来街者実態調査」報告書は、当所ホームページからダウンロードできます。 　　問合せ　地域振興部 ☎６３７-３１３１

今回の調査結果の特徴は
どんなことでしょうか。
　　いちばん大きいのは、前回（平成
22 年度）調査で緩和した休日通行量の
減少傾向が、今回はわずかながらプラス
に転じたことでしょう。平日の通行量も
前回に引き続き増加していますから、明
るい兆しが確認できたと思います。

中心部の、どのあたりが増加傾向に
あったのでしょうか。
　　中心部の中核をなす商店街は、残
念ながらあまり目立った変化がありませ
ん。伸びが目立つのは、ＪＲ駅を中心と
した商店街です。その意味で、二極化
が進行していると言えるでしょう。

大通りやオリオン通り、ユニオン通りな
どの従来の中心商店街と、ＪＲ駅の特
に東側の商店街の二極ですね。これが

まちづくりに与える影響は？
　　今後も推移を見守っていかないと断
定はできませんが、これからＪＲ駅周辺
の集客力が高まることで、今度は２つの
核の間の回遊性の確保や差別化などが
課題になって来るのではないでしょうか。
同時に、今後のまちづくりにおいて、新
しい「賑わい」の構図を描くこともでき
るでしょう。大きく言う、時代の転換期
に差し掛かっているのかな、という感じ
がします。

来街者調査からは、
何か新しい動きはありますか。
　　そうですね、要望などを見ると、ファ
ストフードなど気軽に利用できる飲食店
を求める声が多いようです。また、空き
店舗は相変わらず少なくありませんし、
中核商店街の業種や品揃えに対するニー
ズも、これまでと同傾向にあります。

それは、抱える問題点も
同じということでしょうか。
　　そうなのですが、変化の兆候はあり
ます。近年の宇都宮の賑わい回復活動
は、ハード面（オリオンスクエア、バン
バ広場、高層マンションなど）とソフト
面（宇都宮プライド活動、各種イベント、

「住めば愉快だ」といったキャッチフレー
ズなど）がうまくかみあい、点から面の
広がりに拡大しているようです。こういっ
たことが、通行量で言えばプラスに転じ
た効果を上げているのでしょう。ただ、
残念ながら利用施設の傾向などを見る限
り、楽観は出来ないと思います。中核商
店街の発展を、もう一歩進める努力を、
行政も商工会議所も、もちろん各商店も、
全員で考えて努力していかないと、より
一段高い発展へは、なかなか結びつかな
いのではないでしょうか。

　通行量の増加はいい材料ですが、それ
をまちづくりに反映させるためには、より
一層の自助努力が不可欠、ということで
すね。ありがとうございました。

通行量が多かったオリオン通り

（社）中小企業診断協会
栃木県支部 副支部長
中小企業診断士
須田  秀規さん
（須田経営相談所）

「ＪＲ宇都宮駅周辺と中核商店街、２つのコアが できつつあるのではないでしょうか」
  中小企業診断士  須田秀規さんに聞く

調査風景

昨年行われた説明会の様子

？

　
7
月
24
日（
日
）・
25
日（
月
）に
実
施
し
た

通
行
量
調
査
と
、7
月
31
日（
日
）・８
月
１
日

（
月
）に
実
施
し
た
来
街
者
調
査
の
結
果
説

明
と
と
も
に
、須
田
経
営
相
談
所
の
須
田
秀

規
先
生
に
よ
る
講
演
を
行
い
ま
す
。

　

当
日「
平
成
23
年
度
商
店
街
通
行
量
・
来

街
者
実
態
調
査
」の
冊
子
を
お
配
り
し
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】 

12
月
13
日（
火
）

午
後
7
時
～
8
時
30
分

【
会
場
】  

当
所
2
階
会
議
室

【
内
容
】 

①「
平
成
23
年
度
商
店
街
通
行
量
・
来
街
者

実
態
調
査
」報
告
会

● 

調
査
結
果
概
要

● 

講
演

〈
演
題
〉 

調
査
結
果
か
ら
読
み
取
る
中
心
商

業
地
活
性
化
に
つ
い
て

〈
講
師
〉須
田
経
営
相
談
所  

須
田 

秀
規 

氏

② 

質
疑
応
答

「
商
店
街
通
行
量・来
街
者
実
態
調
査
」報
告
会

問合せ 地域振興部
☎637-3131

商店街通行量・来街者調査の結果がまとまりました

4
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（平成23年11月現在）

制度名

各
種
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
制
度
の
特
徴

エコアクション21ＩＳＯ１４００１ 事業所版環境ＩＳＯ認定制度
（ＥＣＯうつのみや２１）

環境にやさしい
優良企業認定制度

国内規格
簡易環境マネジメントシステム

（ＰＤＣＡサイクル）

環境省
ＥＡ21地域事務局とちぎ

（平成17年4月1日）

平成16年（2004年）本格実施
（1996年環境省が策定）

特に中小業者

30万円程度

半年～１年程度

審査登録制度
・ＥＡ21審査人が審査

・地域事務局が判定の可否
・中央事務局が認定・登録

市内規格
簡易環境マネジメントシステム
（ＰＤＣＡサイクル）

宇都宮商工会議所
宇都宮市

平成17年８月
（2005年）

宇都宮市内の
主に100人未満の事業者

原則１万円

３カ月程度

審査登録制度
・審査人が現地審査

・事業所版環境ＩＳＯ認定委員会が
認定・登録

環境活動認定制度
（環境対策評価項目票提出）

・実施（Ｄ）のみ

宇都宮商工会議所

平成14年11月
（2002年）

宇都宮商工会議所の
全会員

なし

３カ月程度

登録制度
・環境にやさしい

優良企業認定委員会が
申請書類に基づき認定
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登録企業の紹介

制度概要

創設主体

創設年

対象

費用負担

構築期間

審査概要

国際規格
環境マネジメントシステム
（ＰＤＣＡサイクル）

国際標準化機構（ＩＳＯ）

平成８年（1996年）

全ての事業者

600～1,000万円程度
（従業員100人程度）

１年以上

審査登録制度
ＪＡＢ（日本適合性認定協会）認定の
審査登録機関が審査

ECO ACTION 21 

環境に
やさしい企業を
めざして

特集2

　問合せ　地域振興部 ☎６３７-３１３１

　

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
制
度
に
は
、一 

般

に
取
得
が
容
易
と
言
わ
れ
て
い
る
順
番
に
「
環

境
に
や
さ
し
い
優
良
企
業
認
定
制
度
」「
事

業
所
版
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
認
定
制
度
（
Ｅ
Ｃ
Ｏ
う
つ

の
み
や
21
）」「
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
」「
Ｉ
Ｓ
Ｏ

１
４
０
０
１
」
な
ど
が
主
な
も
の
で
す
（
別
表

参
照
）。

　

こ
の
う
ち
「
エ
コ
ア
ク
シ
ョン
21
」
は
、
環
境
省

が
定
め
た
環
境
経
営
シ
ス
テ
ム
・
取
り
組
み
・
報

告
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
に
基
づ
く
制
度
で
す
。

　

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
、
一
般
財
団
法
人

持
続
性
推
進
機
構
エコ
ア
ク
シ
ョン
21
中
央
事
務
局

発
行
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
認
証
・

登
録
制
度
」に
は
、次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
「
広
範
な
企
業
、
学
校
、
公
共
機
関
等
の
全

て
の
事
業
者
が
環
境
へ
の
取
り
組
み
を
効
果
的
、

効
率
的
に
行
う
こ
と
を
目
的
に
、
環
境
へ
の
目

標
を
持
ち
、
行
動
し
、
結
果
を
取
り
ま
と
め
、

評
価
す
る
環
境
経
営
シ
ス
テ
ム
を
構
築
、
運
用
、

維
持
す
る
と
と
も
に
、
社
会
と
の
環
境
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョン
を
行
う
た
め
の
方
法
と
し
て
環
境
省

が
策
定
し
た
も
の
で
す
」

　

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い
て
実
行
し
て
い

る
企
業
（
事
業
者
）
を
、
認
証
し
登
録

す
る
制
度
が
、
こ
の
「
エ
コ
ア
ク
シ
ョン
21
」

の
認
証
・
登
録
制
度
で
す
。

　

表
に
「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
」
と
あ
る
の

は
、「
Ｐ
（
プ
ラ
ン
）
＝
計
画
」「
Ｄ
（
ド
ゥ
）

＝
実
行
」「
Ｃ
（
チ
ェッ
ク
）
＝
検
証
」「
Ａ

（
ア
ク
シ
ョ
ン
）
＝
改
善
の
実
行
」
の
こ
と
で
す
。

一
般
的
に
は
生
産
管
理
や
品
質
管
理
の
手
法
で

す
が
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
認
証
に
つ
い
て
も
こ

の
サ
イ
ク
ル
が
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
エ
コ
ア
ク
シ
ョン
21
」
に
つ
い
て
も
同
様
で
す
。

こ
の
制
度
で
は
、

　

自
社
の
環
境
負
荷
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
、

ご
み
排
出
量
な
ど
）
を
把
握
し
、
環
境
負

荷
削
減
の
た
め
の
目
標
を
立
て
る
（
Ｐ
）。

　

目
標
達
成
の
た
め
の
取
り
組
み
を
行
う

（
Ｄ
）。

　

取
り
組
み
の
結
果
を
取
り
ま
と
め
て
評
価

（
Ｃ
）
し
、次
の
改
善
に
つ
な
げ
る
（
Ａ
）。

　

以
上　

 

〜　

 

の
取
り
組
み
を
「
環
境
活

動
レ
ポ
ー
ト
」
に
ま
と
め
る
。

　

こ
の
サ
イ
ク
ル
を
繰
り
返
す
事
で
、
環
境
負

荷
の
よ
り
少
な
い
企
業
体
質
を
達
成
す
る
よ
う
、

努
力
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
登
録
・
認
証
時
点
「
だ
け
」
環
境

負
荷
が
少
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
は
ダ
メ
で
、
そ
の

状
態
を
維
持
し
、
さ
ら
に
負
荷
減
少
の

努
力
を
行
う
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

　

本
制
度
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

し
っ
か
り
し
て
い
る
た
め
中
小
企
業
で

も
取
り
組
み
や
す
い
制
度
で
あ
り
、

国
際
的
な
基
準
で
あ
る
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ

１
４
０
０
１
」
よ
り
は
ず
っ
と
容
易
で

す
。
ま
た
国
内
で
は
最
も
高
度
な
制

度
で
あ
る
た
め
、
大
企
業
と
の
取
引

時
に
も
有
利
に
働
き
ま
す
し
、
低
利

融
資
制
度
も
充
実
し
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
経
営
面
で
さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
も
、
近
年

に
な
っ
て
注
目
度
が
ア
ッ
プ
し
て
い
る
理

由
で
し
ょ
う
。

　

と
は
い
え
、
認
証
や
そ
の
後
の
維
持

に
は
、
企
業
全
体
が
一
致
団
結
し
て
努

力
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
そ
こ

で
、
実
際
に
取
得
し
て
い
る
企
業
に
、

取
得
の
苦
労
や
そ
の
後
の
ア
プ
ロ
ー
チ

を
う
か
が
い
ま
し
た
。

子
レ
ン
ジ
な
ど
で
使
わ
れ
る
マ
グ
ネ
ト

ロ
ン
用
の
部
品
や
、
電
子
管
部
品
で

あ
る
メ
タ
ラ
イ
ズ
部
品
な
ど
を
製
造
す
る
東

京
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
㈱
は
、
平
成
18
年
８
月
に
エ

コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
を
取
得
し
ま
し
た
。
取
得
へ

の
経
緯
や
、
そ
の
後
の
推
移
な
ど
に
つ
い
て
、

取
締
役
副
社
長
兼
工
場
長
の
福
田
信
幸
さ
ん

と
、
同
社
環
境
委
員
会
事
務
局
の
中
山
千
恵

子
さ
ん
に
う
か
が
い
ま
し
た
。

　

私
ど
も
は
大
手
企
業
と
の
取
引
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
る
た
め
、
従
来
よ
り
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
制
度
の
導
入
を
検
討
し
て
い
ま
し

た
。
最
初
に
目
指
し
た
の
は
、
や
は
り
Ｉ
Ｓ
Ｏ

１
４
０
０
１
で
す
。
し
か
し
勉
強
会
に
参
加
し

た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
を
調
べ
た
り
し
て
い

る
う
ち
に
、
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
を
知
っ
て
「
私

ど
も
に
は
こ
ち
ら
の
方
が
合
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
う
考
え
た
ポ
イ
ン
ト
は
、
一
つ
に
は
取
得

費
用
や
維
持
費
用
で
す
。
Ｉ
Ｓ
Ｏ
は
最
低
で

も
取
得
に
１
０
０
万
円
以
上
、
維
持
に
毎
年

30
万
円
〜
50
万
円
以
上
か
か
り
ま
す
。
そ
れ

に
比
べ
て
エ
コ
ア
ク
シ
ョン
21
は
、
登
録
料
が
最

高
で
も
30
万
円
と
、
大
き
く
差
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
取
得
の
た
め
の
要
求
事
項
も
Ｉ
Ｓ

Ｏ
に
比
べ
て
シ
ン
プ
ル
で
、
私
ど
も
の
規
模
の

企
業
で
も
挑
戦
し
や
す
い
も
の
だ
と
考
え
ま

し
た
。

　

そ
こ
で
正
式
に
取
得
に
取
り
組
む
事
に
な

り
ま
し
た
が
、
最
も
大
変
だ
っ
た
の
は
、
デ
ー

タ
の
整
理
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
な
ど
の
環

境
負
荷
関
連
デ
ー
タ
）
で
す
。
デ
ー
タ
が
無

け
れ
ば
目
標
設
定
も
で
き
ま
せ
ん
し
、
そ
も

そ
も
現
状
が
分
か
り
ま
せ
ん
。
ガ
ス
や
水
道

な
ど
は
伝
票
で
遡
る
事
が
で
き
ま
す
が
、

そ
れ
以
外
の
も
の
は
１
年
か
け
て
デ
ー
タ
を

蓄
積
し
ま
し
た
。

　

同
時
に
社
内
体
制
も
き
ち
ん
と
整
え
ま

し
た
。
最
高
責
任
者
や
環
境
管
理
責
任
者
、

各
部
門
の
リ
ー
ダ
ー
な
ど
を
定
め
、
会
社

全
体
で
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
、
取
得
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
結
果
は
、
数
字

に
す
ぐ
に
現
れ
ま
し
た
、
例
え
ば
平
成
18

年
か
ら
19
年
に
か
け
て
、
電
力
は
２
６
０
万

円
削
減
を
達
成
し
ま
し
た
（
宇
都
宮
事
業

所
）。
最
初
の
３
年
間
は
、
ほ
ぼ
全
て
の
部

門
で
、
大
き
な
削
減
を
達
成
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
こ
う
し
た
努
力
は
、
ど
う
し
て

も
あ
る
程
度
で
頭
打
ち
に
な
り
ま
す
。
そ

こ
で
近
年
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
例
え
ば

紙
を
再
生
紙
に
す
る
な
ど
、
エ
コ
商
品
比
率

を
高
め
る
な
ど
の
方
法
を
と
って
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
社
員
へ
の
意
識

づ
け
が
重
要
で
す
。
毎
月
の
目
標
達
成
度

管
理
や
、
社
員
に
よ
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
意
識
づ
け
を
図
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
が
達
成
の
大
き
な
理
由
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
上
が
言
う
だ
け
で

な
く
、
社
員
が
そ
の
気
に
な
る
工
夫
が
不

可
欠
だ
と
思
い
ま
す
。（
談
）

　「エコアクション21」という制度をご存知ですか？　従来、環境関係のマネジメントシステム制度
といえば「ＩＳＯ１４００0シリーズ」が注目されてきましたが、近年は「エコアクション21」を取得
する企業が増えつつあります。

「エコアクション21」取得で、  
  環境配慮型企業に！

認証・登録のご紹介

東
京
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
㈱

東京セラミックス㈱
〈本社〉　

東京都港区虎ノ門1-7-7
〈宇都宮事業所〉　

宇都宮市平出工業団地46-７

「ＩＳＯ１４００1 よりも取得しやすく、中小企業に合った制度だと思います」

東京セラミックス㈱
取締役副社長兼工場長  福田信幸さん

「
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
」取
得
で
、 

環
境
配
慮
型
企
業
に
！

特
集
２ 

環
境
に
や
さ
し
い
企
業
を
め
ざ
し
て

67 December  2011

「
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
」と
は
？

「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
」の
重
要
性

取
り
組
む
メ
リ
ッ
ト
は
？

1

1

3

234
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宮
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動

11
月
例
会（
研
修
例
会
）開
催

青
年
部
だ
よ
り

ハ
ー
ト
＆
ハ
ー
ト
の
集
い
を
開
催

女
性
部
だ
よ
り

　

宇
都
宮
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
の
庭

園
に
お
い
て
10
月
30
日（
日
）、
第

５
回「
ハ
ー
ト
＆
ハ
ー
ト
の
集
い

（
お
見
合
い
パ
ー
テ
ィ
ー
）」を
開
催

し
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
、
少
子
化
対
策
の

一
環
と
し
て
、
出
会
い
の
場
を
提

供
し
よ
う
と
の
趣
旨
で
、
平
成
20

年
度
か
ら
始
め
ま
し
た
。
今
回
の

会
場
は
ホ
テ
ル
の
美
し
い
庭
園
。

男
女
合
わ
せ
て
41
人
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

　

男
女
８
人
の
テ
ー
ブ
ル
の
中
に
、

福
田
会
長
を
は
じ
め
５
人
の
人
生

経
験
豊
か
な
女
性
部
メ
ン
バ
ー
が

　

５
年
前
か
ら「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し

た
ま
ち
づ
く
り
」事
業
に
取
り
組
み
、

県
内
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
と
共
に
活

気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　

市
内
ホ
テ
ル
で
11
月
15
日（
火
）、

山
形
屋
グ
ル
ー
プ
会
長
の
佐
藤
フ

ジ
エ
氏
を
お
招
き
し
、
研
修
例
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

経
営
者
と
し
て
の
経
験
談
や
、

仕
事
に
対
し
て
の
熱
い
思
い
を
お

聞
き
し
、
と
て
も
充
実
し
た
例
会

　

今
年
は
、「
宮
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」と
し
て
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
が
ま

ち
づ
く
り
に
及
ぼ
す
効
果
や
、
選

手
の
活
躍
し
て
い
る
姿
、
子
供
た

ち
へ
の
未
来
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を

映
像
化
し
、
11
月
４
日（
金
）に
オ

リ
オ
ン
ス
ク
エ
ア
で
開
催
さ
れ
た

「
う
つ
の
み
や
愉
快
ま
つ
り
」で
発

表
し
ま
し
た
。
同
所
で
３
月
末
ま

で
毎
日
放
映
し
て
い
ま
す
の
で
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

     （
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

                        

委
員
長　

今
泉  

一
）

と
な
り
ま
し
た
。

　

佐
藤
氏
の
お
話
を
心
に
刻
み
、

会
社
経
営
や
青
年
部
の
活
動
に
生

か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
会
員
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
推
進
委
員
会 

　
　
　
　
　

委
員
長　

菊
地
芳
弘
）

入
っ
て
会
話
の
音
頭
を
と
り
、
和
や

か
に
自
己
Ｐ
Ｒ
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。
参
加
者
は
輪
の
中
に
お
母
さ

ん
の
存
在
が
あ
っ
て
話
し
や
す
か
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

軽
食
を
取
り
な
が
ら
の
フ
リ
ー

ト
ー
キ
ン
グ
は
、
女
性
部
メ
ン
バ
ー

に
と
っ
て
、
参
加
者
の
動
き
が
一 

番

気
に
な
る
時
間
帯
で
す
。
何
と
か
良

い
出
会
い
を
し
て
欲
し
い
、
と
の
親

心
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
後
、

男
女
お
互
い
に
一
番
好
感
を
持
て

た
異
性
の
番
号
を
記
し
た「
好
感
度

カ
ー
ド
」を
、
女
性
部
メ
ン
バ
ー
が

預
か
り
集
計
と
な
り
ま
し
た
。

　

発
表
の
時
間
に
カ
ッ
プ
ル
の
名
前

を
読
み
上
げ
る
と
、
拍
手
、
歓
声
、

ど
よ
め
き
が
起
き
、
す
ご
い
盛
り
上

が
り
で
し
た
。
何
と
４
組
も
の
カ
ッ

プ
ル
が
誕
生
し
た
の
で
す
。
私
た
ち

女
性
部
メ
ン
バ
ー
も
大
感
激
で
し
た
。

　

参
加
者
は
、
み
な
真
剣
に
結
婚
を

考
え
て
い
ま
す
。
今
回
の「
ハ
ー
ト

＆
ハ
ー
ト
の
集
い
」が
結
婚
へ
の
き
っ

か
け
と
な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。
朗
報
を
期
待
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

       （
理
事
・
事
業
委
員
会

                          

委
員
長 

田
中
朝
子
）

議
員
職
務
執
行
者
の
変
更

村田発條㈱　
代表取締役社長

髙橋  純夫氏
（平成23年11月９日付）

村田発條㈱
代表取締役社長

村田  一郎氏

議員

議員職務執行者が
変更しましたので、
お知らせします。

４組のカップル誕生で、喜ぶ女性部メンバー

オリオンスクエアで映像を発表

約160人の小中学生が参加

２
０
１
１
年
全
国
そ
ろ
ば
ん
コ
ン
ク
ー
ル

宇
都
宮
大
会
を
開
催
！

全
国
そ
ろ
ば
ん
コ
ン
ク
ー
ル
宇
都
宮
大
会

　

本
年
度
で
35
回
目
を
迎
え
る
宇
都

宮
珠
算
連
盟
主
催（
田
中
昇
会
長
）の

全
国
そ
ろ
ば
ん
コ
ン
ク
ー
ル
宇
都
宮

大
会
が
、
11
月
23
日（
水
）に
当
所
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
約
１
６
0
人
の

小
中
学
生
が
参
加
し
、
個
人
７
部
門
、

団
体
２
部
門
に
分
か
れ
て
競
技
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

小
学
生
の
部「
宇
都
宮
一
」は
齋
藤

優
さ
ん（
宮
原
珠
算
塾
）、
中
学
生
の

部「
宇
都
宮
一
」は
古
口
桃
寧
さ
ん

（
簗
瀬
珠
算
学
校
）、
団
体
小
学
生
の

部
は
宮
原
珠
算
塾
、
団
体
中
学
生
の

部
は
簗
瀬
珠
算
学
校

が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

競
技
終
了
後
、
参
加
者
全
員
に
当

た
る
お
楽
し
み
抽
選
会
を
実
施
し
、

盛
会
裏
に
終
了
し
ま
し
た
。

佐藤市長へ要望書を提出

市
長
、市
議
会
議
長
へ
平
成
24
年
度
予
算
化

お
よ
び
措
置
要
望

宇
都
宮
市
へ
要
望
書
を
提
出

　

当
所
で
は
11
月
7
日（
月
）、
佐

藤
栄
一・
宇
都
宮
市
長
、
金
子
和
義
・

宇
都
宮
市
議
会
議
長
に
、
経
営
支

援
に
関
す
る
事
項
や
地
域
の
振
興

に
関
す
る
事
項
な
ど
、
９
項
目
に

わ
た
る
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

要
望
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１ 

経
営
支
援
に
関
す
る
事
項

① 

小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金

（
マ
ル
経
貸
付
）へ
の
利
子
補
給

に
つ
い
て

② 

中
小
企
業
の
海
外
展
開
支
援
に

つ
い
て

③ 

植
物
工
場
へ
の
支
援
に
つ
い
て

２ 

地
域
の
振
興
に
関
す
る
事
項

① 

中
心
市
街
地
活
性
化
施
策
の
実

施
に
つ
い
て

② 

宇
都
宮
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ「
宮 

カ
フ
ェ
」へ
の
支
援
に
つ
い
て

③ 

北
関
東
３
県
交
流
事
業
の
推
進

に
つ
い
て

④ 

企
業
立
地
環
境
の
向
上
に
つ
い

て
３ 

そ
の
他
、
先
の
分
類
に
属
さ
な 

　  

い
事
項

① 

宇
都
宮
商
工
会
議
所
青
年
部「
全

国
大
会
」事
業
へ
の
支
援
に
つ
い
て

② 

放
射
能
物
質
に
よ
る
風
評
被
害

の
防
止
に
つ
い
て

金子市議会議長へ要望書を提出
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Let's Try
試験には、こんな問題がでます！

①ブドウ 　②ミカン　 

③モモ 　④リンゴ

宇都宮市北西部で栽培
が

　　 盛んな果物は何で
しょうか

二荒山神社は別名、
        何と呼ばれてい

ましたか

正解は、下にあります

正解Q1.④リンゴ　Q2.③宇都宮大明神　Q3.③5種13分別

Q1

Q2

①宇都宮大魔神 ②宇都宮大黒天

③宇都宮大明神 ④宇都宮毘沙門天

宇都宮市のごみの
          分別は何通り

Q3

①3種6分別 ②4種8分別

③5種13分別 ④6種12分別

？

？

？

A

A

第
６
回「
宮
の
も
の
知
り
達
人
検
定
試
験
」受
験
申
込
受
付
中
！

宮
の
も
の
知
り
達
人
検
定
試
験

　

宮
の
も
の
知
り
達
人
検
定
を
、

以
下
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。

　

宮
の
も
の
知
り
達
人
検
定
は
、

宇
都
宮
に
関
す
る
歴
史
、
文
化
、
自

然
、
観
光
、
暮
ら
し
、
餃
子
・
カ
ク

テ
ル
・
ジ
ャ
ズ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
の
知
識
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
の
検
定
で
す
。

　

宇
都
宮
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

来
訪
者
に
宇
都
宮
の
魅
力
を
紹
介

で
き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
お
も

て
な
し
の
基
礎
能
力
を
向
上
さ
せ

る
た
め
に
も
役
立
て
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
、
挑
戦
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

【
受
験
料
】

一
般 

…
…
…
…
…
…　

１
０
０
０
円

高
校
生
以
下 

…
…
…
…　
５
０
０
円

【
申
込
方
法
】

申
込
書
は
当
所
お
よ
び
宇
都
宮
市

役
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
の
で
、
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
受
験
料
を
添
え
て

当
所
窓
口
ま
た
は
郵
送
（
現
金
書

留
）
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
郵
送
先
〉

〒
3
2
0-

0
8
0
6

宇
都
宮
市
中
央
３-

１-

４

宇
都
宮
商
工
会
議
所 

地
域
振
興
部

宮
の
も
の
知
り
達
人
検
定
試
験 

担
当
宛

【
申
込
締
切
】
12
月
26
日（
月
）

【
受
験
者
特
典
】

平
成
24
年
１
月
22
日（
日
）の
試
験

終
了
後
、
う
つ
の
み
や
シ
テ
ィ
ガ

イ
ド
協
会
に
よ
る
「
ま
ち
あ
る
き
」

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。
宇
都
宮

の
歴
史
を
ガ
イ
ド
の
案
内
で
巡
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？ 

詳
し
く
は
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
宮
の
も
の
知
り
達
人
検
定
試
験
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

h
ttp

://w
w

w
.u

-cci.o
r.jp

/
m

onoshiri/index.htm
l

（
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
最
新

情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
）

【
日
時
】

平
成
24
年
１
月
22
日
（
日
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分
（
90
分
）

【
会
場
】

宇
都
宮
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
10
階

大
会
議
室
（
宇
都
宮
市
中
央
１-

１

-

15
【
出
題
範
囲
】

宮
の
も
の
知
り
達
人
検
定
試
験
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

「
問
題
集
２
５
０
」、「
過
去
問
題
」

な
ど
か
ら
80
％
程
度
、
そ
の
他
時
事

問
題
か
ら
併
せ
て
出
題
し
ま
す
。
四

者
択
一
試
験
。
問
題
数
１
０
０
問
、

80
点
以
上
で
合
格
と
な
り
ま
す
。

地
域
振
興
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

宮のもの知り達人検定試験公式ホームページ

再
商
品
化
委
託
申
込
の
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
し
た
！

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法

　

特
定
事
業
者（「
容
器
」や「
包
装
」

を
利
用
し
て
中
身
を
販
売
す
る
事

業
者
、「
容
器
」を
製
造
す
る
事
業

者
、「
容
器
」の
輸
入
お
よ
び「
容
器
」

や「
包
装
」が
付
い
た
商
品
を
輸
入

し
て
販
売
す
る
事
業
者
な
ど
）の
皆

さ
ま
は
、
再
商
品
化
委
託
申
込
が

必
要
で
す
。

【
申
込
期
間
】　

12
月
９
日（
金
）
〜

平
成
24
年
２
月
10
日（
金
）

【
受
付
】

①
書
類
に
よ
る
申
し
込
み

当
所
地
域
振
興
部
に
郵
送
ま
た
は

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

②
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
申
込
み

日
本
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.jcpra.or.jp

）

か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

③
新
規
お
申
し
込
み
の
方

日
本
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
協
会

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
３-

５
２
５
１-

４
８
７
０
）ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
２
０
１
２
と
ち
ぎ
若
年
求
職
者
合
同
説
明
会
」

参
加
企
業
を
募
集
！

若
年
者
地
域
連
携
事
業

　

良
き
人
材
を
求
め
る
企
業
と
、

適
職
を
求
め
る
若
者
と
の
出
会
い

の
場
を
提
供
す
る「
２
０
１
２
若
年

求
職
者
合
同
企
業
説
明
会
」を
開
催

し
ま
す
。
大
学
や
専
修
学
校
な
ど

の
新
卒
者
だ
け
で
な
く
、
転
職
者

な
ど
若
年
求
職
者
全
般
を
対
象
に

し
て
い
ま
す
の
で
、
優
れ
た
人
材

と
出
会
い
た
い
企
業
の
皆
様
の
お

役
に
立
て
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

【
日
時
】　

平
成
24
年
２
月
８
日（
水
）

午
後
１
時
〜
４
時

【
場
所
】　

ホ
テ
ル
東
日
本
宇
都
宮

【
対
象
求
職
者
】

① 

大
学
、
大
学
院
、
短
大
、
専
修

学
校
等（
平
成
24
年
３
月
卒
業
予

定
者
）

② 

若
年
求
職
者
、
転
職
希
望
者（
概

ね
40
歳
未
満
）

【
参
加
企
業
】　

県
内
企
業
60
社

（
先
着
順
、
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

【
参
加
料
】　

無
料

※
詳
細
に
つ
い
て
は「
と
ち
ジ
ョ
ブ

ネ
ッ
ト
」ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

http://w
w

w
.tochijob.net/

【
申
込
方
法
】　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
書
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く
か
、
ご
連

絡
い
た
だ
け
れ
ば
申
込
書
を
お
送
り

し
ま
す
。地

域
振
興
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

地
域
振
興
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

安
全
保
障
貿
易
管
理
の
適
正
化
を  

目
的
と
し
た
説
明
会
を
開
催
し
ま
す 

安
全
保
障
貿
易
管
理
説
明
会
（
適
格
説
明
会
）

　

輸
出
者
に
対
し
、
安
全
保
障
貿

易
管
理
の
重
要
性
や
自
主
的
な
輸

出
管
理
体
制
整
備
の
ポ
イ
ン
ト
等

に
つ
い
て
、
重
要
事
項
に
的
を
絞
っ

て
説
明
し
ま
す
。
本
説
明
会
へ
の
参

加
は「
包
括
許
可
」を
取
得
・
更
新

す
る
際
の
要
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
日
時
】  

平
成
24
年
１
月
30
日（
月
）

午
後
２
時
〜
４
時
30
分

【
会
場
】 

宇
都
宮
市
東
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
（
宇
都
宮
市
中
今
泉
3-

5-

1
）

【
講
師
】  

経
済
産
業
省
安
全
保
障
貿

易
管
理
担
当
官

【
テ
ー
マ
】  

①
安
全
保
障
貿
易
管
理
に

つ
い
て 

②
法
令
遵
守
の
ポ
イ
ン
ト

【
参
加
費
】  

無
料

【
定
員
】  

1
2
0
人（
先
着
順
）

【
申
込
】  

当
所
地
域
振
興
部

【
締
切
】    

平
成
24
年
1
月
23
日（
月
） 

地
域
振
興
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

昨年の合同説明会の様子
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専 門 相 談

■法律相談（毎月第2火曜日）
日　時	 12月13日  午後１時30分〜４時30分
受　付	 午後1時〜3時（先着10人まで）
内　容	 ＰＬ法関係、売掛金の回収方法、�不渡手形の処理方法、
             従業員の交通事故、不動産取引など
相談員	 弁護士	
問合せ　経営支援部

■発明相談（毎月第1金曜日） 
　知的財産権相談（毎月第3金曜日）
日　時	 12月16日、1月6日  午後１時30分〜４時30分
受　付	 午後１時〜４時
内　容	 特許、実用新案、商標、意匠登録その他発明に関する各種相談
相談員	 弁理士	
問合せ　経営支援部

■産学交流カフェ（毎月第3火曜日）
日　時	 12月20日  午後１時30分〜4時30分
内　容	 産学連携に関すること
相談員	 宇都宮大学准教授、コーディネーター等	
問合せ　地域振興部

■企業年金相談
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 企業年金、退職金制度導入、組み換えなど
相談員	 栃木県ファイナンシャル・プランナーズ協同組合員
問合せ	 総務部

■税務相談
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 所得税、法人税、相続税、その他各種相談
相談員	 税理士
問合せ　経営支援部

■個人情報保護法対策相談

内　容	 個人情報の安全管理と社内整備、適法・不適法確認と
 　　　   改善策、漏えい賠償保険のリスク診断、有事の対応など

受付・回答   「個別相談」受付カードにより相談申込を受付、�相談員を
　　　　派遣またはFAX・電話で迅速に回答
相談員	 協力保険会社9社のスタッフ・コンサルタント
問合せ	 総務部

無料の専門相談です。
各分野の専門家が、あなたの相談に応じます。

会場  法律・発明相談・産学交流カフェは
　　  宇都宮商工会議所  ☎637-3131

地
域
振
興
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

金
属
製
品・機
械
器
具・関
連
業
種
の
商
談
会
の

発
注
企
業
を
募
集
し
ま
す
！

ザ
・
商
談
！
し
・
ご
・
と
発
掘
市
（
第
２
回
工
業
版
）

　

本
商
談
会
は
、
発
注
企
業
が
事

前
に
発
注
案
件
を
提
示
し
、
そ
の

案
件
に
対
応
可
能
な
受
注
希
望
企

業
が
商
談
を
申
し
込
む
逆
見
本
市

形
式
の
商
談
会
で
す
。

　

東
京
商
工
会
議
所
を
主
管
と
し

て
、
当
所
を
含
む
約
21
の
商
工
会

議
所
が
主
催
と
な
り
、
今
年
度
２

回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
前
回

の
商
談
会
で
も
、
多
く
の
成
約
件

数
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
た

な
パ
ー
ト
ナ
ー
を
発
掘
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

〈
本
商
談
会
の
メ
リ
ッ
ト
〉

①
関
東
を
中
心
と
し
た
広
い
地
域

か
ら
、
パ
ー
ト
ナ
ー
発
掘
が
可
能

（
主
催
商
工
会
議
所
の
エ
リ
ア
か
ら

受
注
企
業
を
募
集
）。

②
事
前
に
、
発
注
企
業
が
商
談
希

望
企
業
を
決
め
る
た
め
、
精
度
の

高
い
商
談
が
行
え
ま
す
。

③
発
注
企
業
か
ら
受
注
希
望
企
業

に
対
し
て
逆
指
名
商
談
も
可
能
。

新
規
取
引
先
開
拓
に
有
効
で
す（
相

手
企
業
の
要
承
諾
）。

〈
募
集
概
要
〉

【
開
催
日
】 

平
成
24
年
３
月
１
日（
木
）

【
場
所
】　

東
京
商
工
会
議
所

※
東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
３-

２-

２（
Ｊ
Ｒ
東
京
駅
徒
歩
10
分
）

【
参
加
費
】　

無
料

【
商
談
テ
ー
マ
】

金
属
製
品
、
機
械
器
具
、
樹
脂
成
形
・

加
工
、
関
連
業
種—

加
工
・
組
立
・

試
作
・
供
給

【
参
加
対
象
】　

商
談
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
具
体
的
な
発

注
案
件
を
提
示
で
き
る
企
業

【
募
集
企
業
数
】　

発
注
企
業
20
社
程
度

【
申
込
締
切
】　

12
月
15
日（
木
）

東
京
商
工
会
議
所

ビ
ジ
ネ
ス
交
流
セ
ン
タ
ー

☎
0
3-

3
2
8
3-

7
8
0
4 発掘市で商談する様子

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
ｅ-

天
地
人
」読
者
募
集
中
！

　

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン「
ｅ-

天
地
人
」

を
、
月
2
回（
5
日
・
20
日
）配
信

し
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
地
域
の
経
済
ニ
ュ
ー
ス

や
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
経
済
・
経
営

に
関
す
る
最
新
の
お
役
立
ち
情
報
、

商
工
会
議
所
事
業
の
ご
案
内
な
ど

で
す
。

　

購
読
は
無
料
で
す（
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
料
や
回
線
使
用
料
は

各
自
ご
負
担
く
だ
さ
い
）。
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

※
登
録
で
き
る
の
は
宇
都
宮
商
工
会

議
所
会
員
の
方
で
す
。
登
録
は
1
会

員
様
1
ア
ド
レ
ス
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。（
携
帯
電
話
の
ア
ド
レ
ス

は
不
可
）

　

申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

総
務
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

宇
都
宮
雷
都
物
語

　

統
一
ブ
ラ
ン
ド「
宇
都
宮
雷
都

物
語
」の
創
設
に
か
け
る
企
業
の

熱
意
を
、
江
戸
時
代
に
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
た
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
、

地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
し
て
い
く
過
程
や
、マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
盛
り
込
ん

だ
小
説
で
す
。
ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ

さ
い
。

取
扱
店
：
東
武
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

（
東
武
宇
都
宮
百
貨
店
５
階
）、
紀

伊
國
屋
書
店（
宇
都
宮
パ
ル
コ
８
階
）

地
域
振
興
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

「
雷
都
物
語
」ブ
ラ
ン
ド
創
設
を
小
説
化
！

宮の商人伝「雷様のたまご」
（税込700円）

問合せ

栃
木
県
地
域
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド

セ
ン
タ
ー
（
地
域
振
興
部
内
）

☎
6
0
1-

8
0
3
9

「
ジ
ョ
ブ・カ
ー
ド
」を
採
用
面
接
に

取
り
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
普
及
サ
ポ
ー
タ
ー
企
業
募
集

　

ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
は
、
求
職
者

の
職
業
能
力
を
記
し
た
就
職
活
動

の
た
め
の
書
類
フ
ァ
イ
ル
で
す
。

履
歴
書
な
ど
に
は
な
い
詳
細
な
情

報
が
記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
短

時
間
の
採
用
面
接
で
は
分
か
ら
な

い
求
職
者
の
職
業
能
力
や
レ
ベ
ル

を
客
観
的
に
評
価
で
き
る
ツ
ー
ル

で
す
。

　

ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
を
よ
り
多
く

の
企
業
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
採

用
面
接
な
ど
へ
の
活
用
機
会
を
増

や
し
て
い
く
た
め
、
厚
生
労
働
省

で
は「
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
普
及
サ

ポ
ー
タ
ー
企
業
」を
募
集
し
て
い
ま

す
。
ご
協
力
い
た
だ
け
る
企
業
の

皆
さ
ま
、
ぜ
ひ
ご
登
録
を
お
願
い

し
ま
す
。

〈
登
録
し
て
い
た
だ
く
メ
リ
ッ
ト
〉

①
企
業
名
な
ど
が
厚
生
労
働
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表
さ
れ
ま
す

（
ご
希
望
企
業
の
み
）の
で
、
能
力

本
位
で
人
材
を
採
用
す
る
企
業
で

あ
る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
で
き
ま
す
。

②
企
業
内
で
の
職
業
訓
練（
雇
用
型

訓
練
）の
計
画
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
策

定
に
関
す
る
支
援
を
行
い
ま
す（
訓

練
を
実
施
し
た
企
業
は
、
国
か
ら

の
助
成
金
の
対
象
と
な
り
ま
す
）。

〈
ご
協
力
い
た
だ
く
事
項
〉

①
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
の
求
人
申
し
込

み
の
際
は
、
応
募
書
類
と
し
て
、

「
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
」を
指
定
し
て
い

た
だ
く
か
、
履
歴
書
・
職
務
経
歴
書

以
外
に「
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
も
可
能

で
あ
る
」旨
を
記
載
し
た
上
で
求
人

申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
登
録
方
法
】　

栃
木
県
地
域
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
登
録
料
】  

無
料

※
詳
し
い
内
容
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い（http://w

w
w

.u-cci.
or.jp/ikusei/jobcard.h

tm
l

）。



商工会議所共済制度

1415 December  2011

　

12
月
の
ふ
れ
あ
い
共
済
等
振
替

日
は
、

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、ご
準
備
い

12
月
22
日（
木
）

ふ
れ
あ
い
共
済
等 

口
座
振
替
日

た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

総
務
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

　

マ
ル
経
融
資
は
、
宇
都
宮
市
内
で

1
年
以
上
事
業
を
営
み
、
商
工
会

議
所
の
経
営
指
導
を
6
カ
月
以
上
受

け
、
事
業
の
改
善
に
取
り
組
む
資
金

と
し
て
、
次
の
条
件
を
満
た
し
て
い

る
方
が
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

【
従
業
員
数
】小
売
・
卸
売
・
サ
ー
ビ

ス
業
は
5
人
以
下
、
製
造
業
・
そ
の

他
の
業
種
は
20
人
以
下

【
税
金
完
納
】

所
得
税
・
法
人
税
・
事
業
税
・
住
民

税
等
を
完
納
し
て
い
る
方

【
融
資
限
度
額
】
1
5
0
0
万
円

【
返
済
期
間
】

運
転
資
金
7
年
以
内（
う
ち
据
置
期
間

1
年
以
内
）、設
備
資
金
10
年
以
内（
う

ち
据
置
2
年
以
内
）

【
金
利
】
1.
8
5
％

（
平
成
23
年
12
月
1
日
現
在
）

※
金
利
は
、
金
融
情
勢
に
よ
り
変
動
し
ま

す
。

※
審
査
の
結
果
、
ご
希
望
に
沿
え
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

マ
ル
経
融
資

無
担
保 

・ 

無
保
証
人
の
、国
の
融
資
制
度

　

こ
の
特
別
保
証
は
、
当
所
の
推
薦
に

よ
り
、
事
業
資
金
の
借
入
を
支
援
す
る

制
度
で
す
。

【
ご
利
用
で
き
る
方
】

栃
木
県
内
で
同
一
事
業
を
１
年
以
上
営

み
、
一
定
の
推
薦
要
件
を
充
た
し
て
い
る

会
員
事
業
所

【
借
入
限
度
額
】
5
0
0
万
円
、
ま
た
は

平
均
月
商
の
3
倍
ま
で
の
い
ず
れ
か
少

な
い
額

※
設
備
資
金
は
5
0
0
万
円
の
範
囲
内

で
ご
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
保
証
期
間
】  

10
年
以
内　
　
　

【
返
済
方
法
】分
割
返
済

【
借
入
利
率
】金
融
機
関
所
定
利
率

【
信
用
保
証
料
】

年
0.
4
5
％
～
1.
9
0
％

【
連
帯
保
証
人
】原
則
と
し
て
保
証
人
は

不
要（
法
人
代
表
者
を
除
く
）

※
審
査
の
結
果
、
ご
希
望
に
沿
え
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

商
工
い
き
い
き
特
別
保
証経

営
支
援
部

☎
6
3
7- 

3
1
3
1

問合せ

経
営
支
援
部

☎
6
3
7- 

3
1
3
1

問合せ

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

経
営
の
先
行
き
に
不
安
を

感
じ
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

　

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
は
、

中
小
企
業
の
再
生
に
向
け
た
取
り
組
み

を
支
援
す
る
た
め
都
道
府
県
ご
と
に
設

置
さ
れ
て
い
る
公
正
中
立
な
公
的
機
関

で
す
。

　

事
業
の
将
来
性
は
あ
る
が
、
財
務
上

の
問
題
を
抱
え
て
い
る
中
小
企
業
を
対

象
に
、
き
め
細
か
い
経
営
相
談
・
再
生

支
援
を
行
い
ま
す
。

栃
木
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

（
栃
木
県
産
業
会
館
7
Ｆ
）

☎
6
1
0- 

4
1
1
0

経
営
支
援
部

☎
6
3
7- 

3
1
3
1

問合せ

ご
相
談

第一次対応第二次対応

再
生
の
可
能
性
あ
り

企
業
再
生

専
任
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る

窓
口
相
談

●	

財
務
諸
表
等
に
よ
り
現
状
分
析

●	

支
援
施
策
の
紹
介

●	

企
業
再
生
の
可
能
性
の
検
討

再
生
（
改
善
）計
画
の

策
定
支
援

●	

専
門
家
チ
ー
ム
に
よ
る
支
援

●	

計
画
に
基
づ
く
資
金
調
達
の
支
援

●	

計
画
の
進
捗
状
況
の
サ
ポ
ー
ト

市
内
金
融
機
関
、 

県
信
用
保
証
協
会
と
連
携

　

会
員
企
業
限
定
の
特
別
融
資
制
度
で

す
。

　

当
所
会
員
で
、
会
費
を
完
納
し
て
お

り
、
各
種
税
金
の
滞
納
が
無
い
方
で
あ

れ
ば
、
お
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。
金

利
や
手
数
料
な
ど
が
優
遇
さ
れ
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

お
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
細
は
提

携
金
融
機
関
ま
た
は
、
当
所
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
審
査
の
結
果
、
ご
希
望
に
沿
え
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

宇
都
宮
商
工
会
議
所
ビ
ジ
ネ
ス
ロ
ー
ン

市
内
の
10
金
融
機
関
と
提
携

経
営
支
援
部

☎
6
3
7- 

3
1
3
1

問合せ

提
携
金
融
機
関
と
会
員
メ
リ
ッ
ト

○足利銀行  ☎626-0526 
　手数料無料または金利0.2％優遇（商品により異なります）
○鹿沼相互信用金庫  ☎624-2251  会員向けオリジナル商品 
○烏山信用金庫  ☎636-6611  金利0.25％優遇 
○群馬銀行  ☎634-7181 
　金利0.2％優遇  審査結果を原則翌営業日に回答 
○商工中金  ☎633-8191  金利0.1％優遇　
○筑波銀行  ☎633-1361  会員向けオリジナル商品 
○栃木銀行  ☎633-1241  金利0.2％優遇 
○栃木信用金庫  ☎633-21 1 1  金利0.25％優遇 
○東日本銀行  ☎634-9131  会員向けオリジナル商品
○三菱東京UFJ銀行  ☎0120-250-587  手数料無料金利0.25％優遇

（注）風評被害や計画停電等の影響は、一般マル経が対象となります。 ※審査の結果、ご希望に沿えない場合があります。

※風評被害や計画停電等については、対象となりません。

貸付限度 1,000万円（既存の一般マル経とは別枠）

貸付期間
（据置期間）

●運転資金：   7年以内（１年）
●設備資金： 10年以内（２年）

貸付利率

資金使途

担保等

●貸付日から当初３年間 0.95％ （平成23年12月1日現在）

●貸付日から３年経過後 1.85％

災害復旧のための設備資金および運転資金

無担保・無保証人

取扱期間 平成24年3月31日（公庫申込受付分）まで

貸付対象者

災害により直接または間接に被害を受け、被害証明書等を提出できる方
当所の小規模事業者再建支援方針等に沿って事業を行う方

常時使用する従業員が２０人以下
商業・サービス業の場合は５人以下の法人・個人事業主

市内で１年以上営業し、商工会議所の経営指導を６ヵ月以上受け
ている方
税金（所得税、法人税、事業税、市県民税）を原則として、全て完納
している方
その他、多少の制約があります

1

2

3

4

5

　東日本大震災により、直接被害または間
接被害を受けられた小規模事業者の皆さま
は、災害復旧のための設備資金および運転
資金を、無担保・無保証人で申し込むこと
ができる「災害マル経」を、既存の一般マル
経とは別枠で申し込みすることができます。
　詳細はお問い合わせください。

小規模事業者経営改善資金融資に係る震災特例

経営支援部   ☎637-3131問合せ

災害マル経

　

普
通
共
済（
ふ
れ
あ
い
共
済
）は

平
成
22
年
度
の
収
支
計
算
の
結
果
、

次
の
と
お
り
利
益
配
当
金
が
確
定

し
ま
し
た
の
で
、ご
案
内
し
ま
す
。

【
対
象
期
間
】

平
成
22
年
10
月
１
日
〜

※
す
で
に
普
通
共
済（
ふ
れ
あ
い

共
済
）を
脱
退
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、加
入
月
数
に
応
じ
た
利
益
配

当
金
と
な
り
ま
す
。

平
成
23
年
９
月
30
日

【
支
払
日
】 

12
月
21
日（
水
）〈
予
定
〉

【
振
込
先
】 

普
通
共
済（
ふ
れ
あ
い
共
済
）掛
金

の
振
替
預
金
口
座
に
お
振
込
み
し

ま
す
。

総
務
部 

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

ふ
れ
あ
い
共
済
利
益
配
当
金

平
成
２２
年
度
普
通
共
済（
ふ
れ
あ
い
共
済
）利
益
配
当
金
を
還
元
し
ま
す
！

24,027

20,724

13,556

28,823

16,681 12,511 8,340 4,170

21,617 14,412 7,206

10,167 6,777 3,388

15,543 10,362 5,181

18,020 12,013

31.28%

35.65%

31.79%

38.09%

33.77%

9,010 6,006 3,003

④
在
職
老
齢
年
金
制
度
を
活
用
し

た
上
手
な
役
員
給
与
の
取
り
方

【
講
師
】  

宮
田
昇
税
理
士
事
務
所

所
属
税
理
士  

西
原 

洋
陽 

氏

【
定
員
】 

70
人

【
主
催
】 

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱

宇
都
宮
営
業
所

【
後
援
】  

宇
都
宮
商
工
会
議
所 

【
日
時
】 

平
成
24
年
１
月
25
日（
水
）

午
前
９
時
30
分
～
11
時
50
分

【
会
場
】　

宇
都
宮
市
文
化
会
館 

第
一
会
議
室

（
宇
都
宮
市
明
保
野
町
7-

6
6
）

【
内
容
】 

①
平
成
24
年
度
税
制
改
正

②
事
業
承
継
税
制
の
有
効
活
用
と

注
意
点

③
社
長
借
入
金
の
上
手
な
解
消
法

平
成
２４
年
度
税
制
改
正
と
事
業
承
継
セ
ミ
ナ
ー

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱

宇
都
宮
営
業
所

☎
6
3
7-

7
6
7
0

申込み
問合せ

経
営
者
・
後
継
者
の
た
め
の

こ
れ
か
ら
の
事
業
承
継
対
策
に
つ
い
て



会員情報局

◎栃木県立博物館 ☎634-1311�
自然系テーマ展
「栃木県レッドリスト2011 だいじけ？故郷の自然」
2012年1月29日（日）まで
県内で絶滅の危惧がある野生動植物を、その危険度に応じランク
付け。リスト掲載の動植物の現状と要因を解説する。
一般＝250円／大高生＝120円／中学生以下無料

◎宇都宮美術館 ☎643-0100
2011年5月30日（月）～2012年3月23日（金）まで、空調機
器および収蔵庫増設工事のため休館。レストラン、ミュージアム
ショップも利用できません。

◎栃木県立美術館 ☎621-3566
企画展「浅川伯教・巧兄弟の心と眼－朝鮮時代の美」
2012年1月14日（土）～3月20日（火・祝）
朝鮮陶磁研究の第一人者、浅川伯教と、朝鮮の工芸に関する先
駆的な著作を遺した浅川巧。約200点の展示を通して、浅川兄
弟の事跡を初めて紹介。（美術館ＨＰより）
一般＝900円／大高生＝500円／中学生以下無料

1617 December  2011

「天地人」 広告の申し込み・問合せは
有限会社  レザール広告事務所

☎600-3047 5600-3048
有限会社  栃木広告社

☎639-1115 5639-1116

会員入会ご希望の方を
ご紹介ください

−がんばる経営をお手伝いします−
宇都宮商工会議所　総務部

☎ 637-3131 5634-8694

チラシ・カタログ展示
コーナーご案内

会員企業展示
コーナー設置

※ご希望の方は、総務部あてお電話でご
　連絡ください。
　申込書を FAX で送信します。

　
総
務
部

　
☎	

6
3
7-

3
1
3
1

	

6
3
4-

8
6
9
4

商工会議所入口でＰＲ

ハ
イ
ヒ
ー
ル
ま
あ
だ
捨
て
ず
に
い
る
傘
寿

負
け
方
は
知
ら
ぬ
男
の
一
本
気

床
屋
か
ら
出
て
就
活
の
顔
と
な
る

〈
評
〉
む
か
し
む
か
し
へ
逆
る
夢
。

〈
評
〉
う
れ
し
き
も
の
に
義
理
と
人
情
。

〈
評
〉
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
手
の
内
も
知
る
。

布
団
干
し
そ
の
と
き
め
き
に
陽
が
匂
う

男
女
同
権
の
主
張
か
ペ
ア
ル
ッ
ク

修
行
の
身
支
え
て
く
れ
た
ピ
ザ
に
鮨

八
十
の
こ
の
道
が
好
き
万
歩
計

禁
煙
へ
何
事
も
な
く
日
が
暮
れ
る

大
欠
伸
妻
の
実
権
動
か
な
い

口
紅
を
つ
け
る
と
嘘
が
言
い
や
す
い

古
内
か
ほ
る

笹
沼　

秀
臣

宮
田　
　

仁

髙
田　

武
子

伊
藤　

王
子

国
府
田
和
子

星
野　

政
造

中
本
十
字
郎

福
田　
　

弘

宮
田　

ミ
チ

（
主
婦
）

（
自
営
業
）

（
無
職
）

（
主
婦
）

（
主
婦
）

（
あ
い
美
容
室
）

（
無
職
）

（
自
営
業
）

（
無
職
）

（
主
婦
）

第
171
回
荒
井 

宗
明
選

問合せ

■
投
稿
先

	

宇
都
宮
商
工
会
議
所

	

会
報
「
天
地
人
」

	

（
商
い
川
柳
）
係

	

〒
3
2
0–

0
8
0
6

	

宇
都
宮
市
中
央
3–

1–

4

	

5
6
3
4–

8
6
9
4

投
稿
対
象

会
報
「
天
地
人
」
読
者
（
会
員
に
限

り
ま
せ
ん
の
で
、
当
会
報
を
ご
覧
の

読
者
全
員
が
対
象
で
す
）

課
題

商
工
全
般
に
関
わ
る
川
柳

（
題
は
特
定
し
ま
せ
ん
）

要
領

①
毎
月
末
日
締
切

②
１
人
３
句
ま
で
、
住
所
・
氏
名
・

　

年
齢
・
職
業
（
事
業
所
名
）
を　

　

記
入
し
て
、
は
が
き
、
手
紙
、

　

Ｆ
A
Ｘ
に
よ
り
、
楷
書
で
投
稿

③
優
秀
作
品
を
年
間
表
彰

花・ドライフラワー加工
業種 

代表  大嶋茂樹さん

会員登録情報の変更について
ご変更がありましたらご一報ください！
　社名・支店名などの事業所名の変更、事業所または事務
所の移動による住所の変更、代表者または支店長の変更な
どが生じました場合には、総務部会員担当まで、ご連絡を
お願いします。

〈 問合せ〉　総務部 ☎６３７-３１３１

　

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
は
、自
然

の
風
合
い
を
残
し
た
特
殊
な
花
で
、「
枯

れ
な
い
花
」「
い
つ
ま
で
も
咲
き
続
け
る

花
」と
し
て
人
々
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

　

当
店
で
は「
お
誕
生
日
」「
母
の
日
」

「
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
」な
ど
に
似

合
う
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
を
多
数

ご
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
一
度
ご

来
店
く
だ
さ
い
。

〈所在地〉宇都宮市若草３-16-17
4028-680-4187  

http://www3.ocn.ne.jp/~elegance/

頭の体操をはじめよう！ クロスワードパズル

応募先 〒320−0806 宇都宮市中央3 -1- 4　
宇都宮商工会議所 会報「天地人」係　E-Mail:info@u-cci.or.jp
※個人情報保護法に基づき、応募データは上記目的以外には使用いたしません。

　

日
本
の
社
会
や
労
働
問
題
に
つ
い
て
何

冊
も
の
著
書
を
出
し
て
い
る
、
ロ
ナ
ル
ド
・

ド
ー
ア
氏
の
新
刊
。
氏
は
「
金
融
が
中
心

に
な
っ
た
現
在
の
世
界
経
済
の
仕
組
み
は
、

お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
」
と
疑
問
を
投

げ
か
け
ま
す
。
本
来
、
経
済
活
動
の
補
佐

役
で
あ
っ
た
は
ず
の
、
金
融
。
そ
れ
が
現

在
で
は
、
金
融
活
動
が
世
界
経
済
を
動
か

し
て
い
る
と
言
っ
て
も
、
過
言
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
著
者
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
や
デ
リ

バ
テ
ィ
ブ
取
引
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
例
を
引

き
な
が
ら
、
そ
れ
を
証
明
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
何
度
も
起
こ
っ
た

金
融
危
機
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
引
き
起
こ

さ
れ
た
経
済
危
機
（
本
来
そ
れ
は
リ
ン
ク

し
な
く
て
も
良
い
は
ず
な
の
で
す
）
を
今

後
も
繰
り
返
せ
ば
、
経
済
だ
け
で
な
く
社

会
・
政
治
・
教
育
な
ど
、
世
界
そ
の
も
の

の
根
幹
を
揺
る
が
す
こ
と
に
な
る
と
警
告

し
ま
す
。
少
し
硬
い
歯
ご
た
え
で
す
が
、

ぜ
ひ
読
ん
で
欲
し
い
一
冊
で
す
。

『
金
融
が
乗
っ
取
る
世
界
経
済
』

ロ
ナ
ル
ド
・
ド
ー
ア［
著
］

中
央
公
論
新
社

8
0
0
円
＋
税

A
～
I
の
文
字
を
並
べ
替
え
て
、あ
る
言
葉
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い

〈
ヒ
ン
ト
〉「
M
&
A
」を
め
ぐ
っ
て
オ
リ
ン
パ
ス
が
揺
れ
て
い
る
が
、こ
の「
M
&
A
」日
本
語
で
言
う
と
？

1.
2.
3.
4.
6.
7.
9.
12.
14.
17.
19.
20.
21.

1.
4.
6.
7.
8.
10.
11.
13.
15.
16.
18.
20.
22.
23.

1941年12月8日、ここから太平洋戦争が始まった
ドイツを流れる代表的な川、○○○川
流行った歌を続々と歌うヒット○○○○
最近これの価値高騰で売り買いがブームに　
チュニジア、エジプト、そしてリビアと次々に民主○○○○
ちょっとした傷の時貼るもの
「バカヤロー解散」の主役○○○茂首相
江戸時代の花火師の双璧玉屋と○○○
なにかとウマイ話には○○○○しよう
フーテンの寅さんの永遠の恋人、浅丘ルリ子が演じた
タテのカギ⑤の民衆運動は○○○半島に拡がっている
剣道の決まり手のひとつ
旧約聖書のひとつ、サタンの挑発と闘う○○記

この時期花屋の店頭に沢山並ぶ鉢花、カガリビソウとも
液体が気体に変わること
赤道から南北に測りそれぞれの極点で90度に
銀行を英語で言うと
1980年12月8日NYで射殺された元ビートルズメンバー
米軍が日本の空襲に使った焼夷弾は○○爆弾とも言われた
原発事故で多数の人々が集団避難、戦争時で言えば
車の通った跡にできるみぞ
「今日はこの案件についてトコトン○○○しよう」などと
一昔前「スプーン曲げ」で話題になった男○○・ゲラー
「今の苦労は一人前の芸人になるための○○○となるのだ」
校正が完了し、印刷してもOKの状態になること
先ごろ亡くなったアップルの創始者○○○○○・ジョブズ
40年ぶりの洪水で大被害を受けた国

●ヨコのカギ

●タテのカギ

先
月
号
の
答
え : 

ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド

●	

回
答
を
ハ
ガ
キ
、
ま
た
は
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
明
記
の
上
、

	

宇
都
宮
商
工
会
議
所「
天
地
人
」担
当（
下
記
）ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

	

正
解
者
の
中
か
ら
5
名
様
に
5
0
0
円
分
の

	

図
書
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す
。

	

締
め
切
り
12
月
31
日
到
着
分
ま
で
。

	

※
当
選
発
表
は
、
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

フラワーショップエレガンス

OMOTENASHI

UTSUNOMIYA

お

おもてなしモニター制度部会  部会長   村上  龍也

もてなしモニター制度部会は、平成１７年から１９年にかけて開催した「おもてな
しリーダー養成塾」卒業生が中心となり、平成２０年度に設立されました。

　おもてなしモニター制度部会では、宇都宮を訪れる方に満足していただくため、市内
観光事業者の接客レベルの向上と、スタッフの接客意識を高めることを目的に、講習
を受けた部会員が覆面モニター員となり、各店のおもてなし度を調査しています。当初、
モニター調査員は１４人でしたが、現在は２７人体制で調査を実施しています。
　現在までに、「宇都宮屋台横丁」「東武宇都宮百貨店」「宇都宮市役所」「宇都
宮餃子・来らっせ」のおもてなし度調査を行い、各店へ改善提言を行いました。
　今後は、おもてなしモニター制度部会が推薦するお店のパンフレットを作成するなど、
PRに努めていきたいと考えています。
　県都である宇都宮には、「仕事」「買物」「観光」などを目的に多くの方が訪れます。“シャ
イな宮っ子” が本来持っている優しい気持ちを、私たちの調査によって前面に打ち出し
ていけたらと思っています。

おもてなしモニター制度部会

問合せ／ 宇都宮観光コンベンション協会 ☎632-2445

「おもてなし日本一のまち宇都宮」を目指して

モニタリング調査は、随時募集しています。
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二荒山神社の宝物。右から鉄製狛犬、
三十八間星兜、宝鈴

拝殿の前で行われる田舞祭
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一
九
三
四（
昭
和
九
）年
、
国
重
要
美

術
品
指
定
。

　

建
治
三
年
二
月（
注
・一
二
七
七
年

／
鎌
倉
時
代
）吉
田
直
連
施
入
の
銘

の
あ
る
鉄
製
狛
犬
は
、
佐
野
天
明
鋳

物
の
逸
品
と
伝
え
ら
れ
る
。
重
さ
は

約
二
十
二
キ
ロ
、高
さ
三
十
六
セ
ン
チ
。

も
と
は
一
対
あ
っ
た
そ
う
だ
が
、
度
重

な
る
火
災
の
た
め
一
体
を
残
す
だ
け

と
な
っ
た
。
残
っ
た
狛
犬
も
左
前
足
が

折
れ
、
体
全
体
も
火
災
を
受
け
た
傷

痕
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
狛
犬
と
い
う

と
唐
獅
子
が
あ
て
ら
れ
る
が
普
通
だ

が
、
こ
の
狛
犬
は
日
本
犬
を
模
し
て

つ
く
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
特
徴
的
。

鉄
製
日
本
犬
は
全
国
で
も
例
を
見
な

い
二
荒
山
神
社
だ
け
に
伝
わ
る
文
字

通
り
宝
物
だ
と
い
え
る
。
一
九
三
五

（
昭
和
十
）年
、
国
重
要
美
術
品

指
定
。

　

二
荒
山
神
社
に
古
く
か
ら
伝
わ

る
神
事
の
中
に
田
舞
祭
と
呼
ば

れ
る
祭
り
が
あ
る
。
し
か
し
、

祭
り
と
い
っ
て
も
菊
水
祭
や
天

王
祭
の
よ
う
に
神
輿
を
担
い
で

街
中
を
練
り
歩
く
も
の
で
は

な
い
。
田
舞
祭
と
は
、
そ
の

名
の
通
り
、
二
荒
の
神
に
田

楽
舞
を
奉
納
し
、
五
穀
豊

穣
を
祈
る
神
事
で
あ
る
。

毎
年
、
五
月
十
五
日
と
冬

渡
祭（
十
二
月
十
五
日
）、

●ビジネススケジュール●　宇都宮商工会議所カレンダー 201112月〜    20121月 師走─睦月

十
二
月
十
日（
土
）　

大
前
神
社
恵
比
須
講
・
え
び
す
市（
真
岡
市
）

　
ご
神
像
の
恵
比
寿
様
と
大
黒
様
が
一
般
公

開
さ
れ
拝
観
で
き
る
。
こ
の
日
は「
納
め
恵
比

寿
祭
り
」と
呼
ば
れ
、
新
年
十
日（
火
）の「
初

め
恵
比
寿
祭
り
」の
際
は
、
福
銭
が
配
ら
れ
る
。

十
二
月
十
五
日（
木
）　

宇
都
宮
二
荒
山
神
社
冬
渡
祭（
宇
都
宮
市
）

　
冬
渡
祭（
お
た
り
や
）の
語
源
は
、
そ
の
昔
、

深
夜
、
同
社
が
下
之
宮
か
ら
現
在
の
丘
陵
上

に
、
遷
座
し
た
神
事
を
指
す「
渡
り
夜
」が
転

訛
し
た
も
の
。
こ
の
日
、境
内
で
は
無
病
息
災
、

家
内
安
全
を
願
っ
て
古
い
御
札
を
燃
や
す
お

焚
き
上
げ
が
行
わ
れ
る
。
正
月
十
五
日
に
は
、

春
渡
祭
が
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
日
は
田

楽
舞
が
拝
殿
前
で
舞
わ
れ
る
。

二
○
一
二
年
一
月
一
日（
日
）　

大
岩
山
毘
沙
門
天
滝
流
し
の
式（
足
利
市
）

　
悪
口
ま
つ
り
に
続
き
行
わ
れ
る
新
年
の
行

事
。
護
摩
焚
き
に
よ
る
御
札
の
祈
祷
が
行
わ

れ
、
そ
の
の
ち
読
経
の
中
、
祈
願
者
の
頭
上

か
ら
僧
侶
に
よ
り
神
酒
が
注
が
れ
る
。
祈
願

成
就
、
無
病
息
災
を
祈
る
も
の
。

一
月
四
日（
水
）　

日
光
二
荒
山
神
社
武
射
祭（
日
光
市
）

　
中
宮
祠
上
神
橋
で
行
わ
れ
る
。
二
荒
山
の

神
と
赤
城
山
の
神
が
争
っ
た
と
い
う
神
話
に

由
来
す
る
祭｡
中
禅
寺
湖
畔
で
衣
冠
束
帯
の

神
官
た
ち
が
赤
城
山
め
が
け
て
矢
を
射
り
、

悪
魔
祓
い
を
行
な
う｡

二荒山神社点景
　

下
野
国
一
之
宮
と
し
て
近
郷
近
在

の
老
若
男
女
か
ら
崇
敬
を
集
め
る
二

荒
山
神
社
に
は
、
度
重
な
る
火
災
か

ら
焼
失
を
免
れ
た
い
く
つ
か
の
宝
物

が
今
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

藤
原
秀
郷
が
か
ぶ
っ
て
い
た
と
伝

え
ら
れ
る
三
十
八
間
星
兜
は
、
重

さ
二
キ
ロ
、
高
さ
十
八
セ
ン
チ
あ
り
、

鉄
製
で
裏
面
よ
り
鋲
を
打
ち
込
み

星
形
を
表
し
て
い
る
。
つ
く
ら
れ
た

の
は
南
北
朝
末
期
と
伝
え
ら
れ
る
が

作
者
は
不
明
。
星
兜
の
起
こ
り
は
、

三
十
八
あ
る
兜
の
座
に
打
ち
出
さ

れ
た
鉄
鋲
が
星
の
形
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
か
ら
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

春
渡
祭（
一
月
十
五
日
）の
日
に
拝
殿

前
の
石
畳
で
行
わ
れ
る
。

　

こ
の
田
楽
舞
は
、
そ
の
昔
、
二
荒

山
神
社
の
神
領
地
で
あ
っ
た
旧
豊
郷

村（
現
堀
米
地
区
）の
農
家
六
世
帯
に

代
々
伝
わ
る
伝
統
芸
能
で
、
演
じ
る
の

は
こ
の
六
世
帯
の
長
男
に
限
定
。
袴
、

白
足
袋
、
藁
草
履
に
、
一
見
奇
妙
に

も
見
え
る
赤
布
を
垂
ら
し
た
丸
笠
を

か
ぶ
り
、
田
楽
舞
唄
に
あ
わ
せ
て
笛
、

太
鼓
を
奏
で
な
が
ら
田
楽
を
舞
う
そ

の
姿
は
、
豊
作
を
祈
る
農
民
の
素
朴

な
信
仰
を
垣
間
見
る
よ
う
な
気
が
す

る
。
一
九
七
八（
昭
和
五
十
三
）年
無

形
文
化
財
指
定
。

　

こ
の
他
に
も
二
荒
山
神
社
に
は
、

宇
都
宮
氏
の
文
化
を
知
る
上
で
貴
重

な
、
全
十
巻
か
ら
な
る「
新
○
和
歌

集
」な
ど
が
残
さ
れ
て
い
る
。
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て
、
市
が
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
提

案
な
ど
を
ど
ん
ど
ん
や
っ
た
ほ
う

が
い
い
」
と
、先
進
的
な
発
言
も
。

　

企
業
人
と
し
て
「
何
よ
り
も

大
切
な
の
は
人
」
と
、
人
と
人

と
の
繋
が
り
を
重
要
視
し
て
地

域
の
発
展
に
尽
力
し
な
が
ら
、

家
庭
で
は
芸
術
を
愛
し
、
自
分

ら
し
い
趣
味
の
世
界
を
存
分
に

楽
し
ん
だ
金
平
氏
。
そ
の
生
き

方
を
長
女
と
し
て
身
近
で
見
て

き
た
眞
理
さ
ん
は
、
こ
う
言
い
ま

す
。「
人
生
は
予
想
外
の
こ
と
ば
か

り
。
こ
れ
か
ら
先
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
父
は
人
を
心
底
信
用
し
て
す

ば
ら
し
い
人
材
を
育
て
て
く
れ
ま
し

た
。
う
ち
は
代
々
、
人
任
せ
な
ん
で

す
（
笑
）」

　

一
切
の
道
徳
的
な
言
葉
を
残
さ
な

か
っ
た
金
平
氏
か
ら
継
い
だ
の
は
、

人
と
い
う
貴
重
な
財
産
と
、
人
を
信

じ
、
託
し
、
任
せ
な
が
ら
、
自
分
ら

し
く
生
き
貫
く
強
さ
。
眞
理
さ
ん
の

笑
顔
は
、
愛
さ
れ
る
経
営
者
の
面
影

そ
の
も
の
。
か
つ
て
の
金
平
氏
同
様
、

明
る
く
、
強
く
、
輝
き
を
放
っ
て
い

ま
す
。

株式会社陽南荘宇都宮グランドホテル
代表取締役会長　中村喜久美氏

よ
り
も
、
ま
ず
お
客
様
本

位—

そ
れ
は
、
陽
南
荘

と
し
て
戦
後
す
ぐ
に
ス
タ
ー
ト
し
た
同

ホ
テ
ル
が
、
常
に
経
営
の
中
心
に
置
き

続
け
て
来
た
姿
勢
で
す
。

　

平
安
の
古
に
由
来
す
る
庭
園
に
、

割
烹
旅
館
と
し
て
「
陽
南
荘
」
を
戦

後
に
開
業
、
昭
和
29
年
に
㈱
陽
南
荘

を
設
立
。
そ
の
後
、
昭
和
46
年
に
宇

都
宮
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
が
オ
ー
プ
ン
す

る
な
ど
、
宇
都
宮
の
戦
後
史
と
ほ
ぼ

重
な
る
歴
史
を
持
っ
た
ホ
テ
ル
で
す
。

　

同
社
の
経
営
理
念
に
つ
い
て
中
村
会

長
は
、
こ
う
説
明
し
ま
す
。

「
経
営
理
念
の
前
半
3
行
で
『
お
客
様

本
位
』
を
明
確
に
打
ち
出
し
ま
し
た
。

こ
の
理
念
を
社
員
一
人
ひ
と
り
が
実
行

し
、
お
客
様
に
喜
ば
れ
る
ホ
テ
ル
を
実

現
す
る
こ
と
が
、
地
域
貢
献
に
つ
な
が

り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
持
続
す

る
た
め
に
は
、
し
っ
か
り
し
た
経
営
基

盤
を
確
立
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
」

　

ま
た
、
経
営
理
念
に
のっ
と
り
期
毎

に
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
定
め
、
毎
朝
の
朝
礼

で
経
営
理
念
・
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
唱
和
す

る
他
、
月
一
回
の
社
員
研
修
会
の
冒

頭
で
も
必
ず
唱
和
す
る
な
ど
し
て
、

社
員
全
員
へ
の
浸
透
に
つ
と
め
て
い
る

そ
う
で
す
。

　
「
以
前
は
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
経
営
陣
が

決
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は

社
員
が
決
め
て
い
ま
す
。
時
期
が
近

づ
く
と
、
み
な
さ
ん
が 

一
生
懸
命
考

え
、
最
終
的
に
は
集
ま
っ
た
候
補
か

ら
投
票
で
決
め
る
の
で
す
。私
も
作
っ

て
み
ま
し
た
が
、
見
事
に
落
選
し
て

し
ま
い
ま
し
た
」
と
、
笑
顔
で
お
っ

し
ゃ
る
中
村
会
長
。
自
作
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
当
否
よ
り

も
、
社
員
が
や
る

気
を
出
し
て
い
る

こ
と
が
、
う
れ
し

く
て
た
ま
ら
な
い

様
子
で
し
た
。

　

ホ
テ
ル
と
い
う
ビ

ジ
ネ
ス
は
、
時
代

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な

工
夫
を
重
ね
る
事

が
重
要
だ
と
、
会

「

社
員
一
人
ひ
と
り
の
モ
チ
ベ
ー
ショ
ン
を
、   

　よ
り
高
め
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
」

長
は
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
た
だ
、

そ
の
場
合
で
も
「
儲
か
れ
ば
い

い
」
と
い
う
姿
勢
で
は
な
く
、

理
念
に
あ
る
通
り
「
お
客
様
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
、
地
域
社
会
に

貢
献
す
る
」
こ
と
が
不
可
欠
と

説
き
ま
す
。

　

地
域
社
会
貢
献
の
一
環
と
し
て

「
励
ま
す
会
」
も
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。「
市
内
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス
に
入
居
さ

れ
て
い
る
方
を
お
招
き
し
て
年
一
回

開
催
し
て
い
ま
す
。
も
う
45
回
を

数
え
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
社
会
貢

献
活
動
を
行
う
事
で
、
地
域
の
た
め

に
な
る
と
同
時
に
、
社
員
の
人
間
性

も
磨
か
れ
て
い
ま
す
、
そ
し
て
そ
れ

が
、
よ
り
高
い
仕
事
の
質
に
結
び
つい

て
い
る
と
思
い
ま
す
」　

中
村
会
長

は
、
経
営
者
の
大
切
な
仕
事
と
し
て

「
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る

事
」
を
挙
げ
ま
す
。

　
「
社
員
が
自
立
的
に
考
え
行
動
で

き
る
よ
う
に
な
る
に
は
、
ど
う
し
た

ら
い
い
か
を
常
に
考
え
て
い
ま
す
。
最

近
、
そ
の
成
果
が
少
し
ず
つ
現
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
独
自
の
工

夫
で
成
果
を
上
げ
る
部
署
も
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に

社
員
全
体
に
こ
れ
が
広
が
っ
て
欲
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
」 

　

今
後
は
、
個
人
プ
レ
ー
か
ら
組
織

的
プ
レ
ー
へ
の
転
換
に
よ
る
マ
ン
パ
ワ
ー

の
集
約
と
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
更
な

る
向
上
が
、
課
題
と
の
こ
と
。

　
「
顧
客
満
足
度
の
更
な
る
向
上
と
、

責
任
体
制
の
明
確
化
が
、
次
の
課
題

で
す
。
今
後
も
、
よ
り
よ
い
ホ
テ
ル

を
め
ざ
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

お客様を愛し
お客様と共に歩み
お客様の繁栄に奉仕し
広く社会への貢献に努力し

業界No.1の
経営体質づくりを目指して
世界的視野で明日を拓く

伝えます、まごころを
築きます、信頼を

　
宇
都
宮
を
代
表
す
る
ホ
テ
ル
の
ひ
と
つ
、
宇
都
宮
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
。
結
婚
式
や
会
合
、
宴

会
な
ど
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
宮
っ
子
で
あ
れ
ば
誰
で
も
親
し
ん
で
い
る
ホ
テ
ル
で
す
。

今
回
は
中
村
喜
久
美
会
長
に
、
同
ホ
テ
ル
の
お
も
て
な
し
の
心
の
原
点
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

経営理念

58 期スローガン

Information

株式会社 陽南荘宇都宮グランドホテル
代表取締役会長  中村  喜久美
創業／昭和29年
住所／
本社： 栃木県宇都宮市西原町142番地
☎ 028- 635- 2111（代）
http://www.utsunomiya-grandhotel.co.jp
定休日／無休
※レストランのみ定休日あり
（北京：毎週火曜日、かりん：毎週水曜日、
  オーベルージュ・ジャルダン：毎週木曜日）

10回第
    株式会社 陽南荘
宇都宮グランドホテル

大切にしたい家族との絆を「紅差しの儀」にこめて 
「まごころ伝わる結婚式」が美しい庭園を背景に執り行われる

宇都宮グランドホテル

第14回

　

競
輪
場
通
り
沿
い
の
社
屋
で
、
県

内
全
域
を
商
域
に
肥
料
卸
業
を
営
む

㈱
村
山
金
平
商
店
。
昭
和
44
年
頃
に

こ
の
地
に
移
転
す
る
前
は
、
大
工
町

（
現
在
の
明
治
安
田
生
命
宇
都
宮
大

通
り
ビ
ル
近
辺
）
の
広
い
敷
地
に
い

く
つ
も
の
蔵
を
有
し
て
い
た
老
舗
の

肥
料
商
で
す
。

　
「
安
政
４
年
に
作
ら
れ
た
大
皿
の
箱

書
き
に
『
戸
室
屋
金
兵
衛
』
の
名
が

記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
初
代
は
大
谷

の
戸
室
山
近
辺
の
出
身
だ
っ
た
よ
う

で
す
が
、
今
と
な
っ
て
は
昔
の
こ
と

は
よ
く
分
か
ら
な
い
ん
で
す
」
と
笑

顔
で
迎
え
て
く
れ
た
の
は
、
７
代
目

当
主
の
高
橋
眞
理
社
長
。
父
親
で
あ

る
６
代
目
村
山
金
平
氏
が
亡
く
な
っ

た
後
、
会
社
経
営
に
あ
た
っ
た
母
の

郁
さ
ん
に
変
わ
っ
て
、
平
成
21
年
に

社
長
に
就
任
。
現
在
は
専
務
取
締
役

の
高
橋
恭
司
氏
と
と
も
に
同
社

の
経
営
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
「
父
は
、
社
史
を
編
纂
す
る
と

か
、
社
訓
を
作
っ
て
後
世
に
残
す

と
い
う
こ
と
を
良
し
と
し
な
い

人
で
し
た
。
蔵
の
行
李
に
は
古

い
覚
え
書
き
帳
な
ど
が
た
く
さ

ん
残
っ
て
い
ま
す
が
…
」
と
、
明

治
42
年
か
ら
大
正
元
年
の
記
録

が
綴
ら
れ
た
「
萬
覚
簿
」
を
見

せ
て
く
れ
ま
し
た
。
筆
で
書
か

れ
た
文
字
を
追
う
と
、
ア
ブ
ラ

カ
ス
な
ど
の
納
品
し
た
肥
料
の

名
称
や
価
格
、
頼
ん
だ
人
夫
と

報
酬
額
な
ど
の
現
金
出
納
が
細

か
く
記
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の

人
々
の
活
気
溢
れ
る
様
子
が
生

き
い
き
と
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

鉄
道
駅
に
近
い
大
工
町
に
蔵
を
構

え
肥
料
商
と
し
て
発
展
し
た
同
社
が

大
き
な
転
機
を
迎
え
た
の
は
、
昭
和

36
年
。
そ
の
前
年
に
社
長
に
就
任
し

た
村
山
金
平
氏
が
ト
ヨ
タ
車
を
扱
う

パ
ブ
リ
カ
栃
木
株
式
会
社
（
現
・
ト

ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
栃
木
株
式
会
社
）
を

創
業
し
、
最
先
端
だ
っ
た
車
の
販
売

を
始
め
ま
し
た
。「
好
き
嫌
い
は
は
っ

き
り
と
し
て
い
ま
し
た
が
、家
庭
で
は

『
あ
あ
し
ろ
こ
う
し
ろ
』
と
は
言
わ

な
い
人
で
し
た
。
た
だ
『
手
を
抜
か

ず
に
き
ち
っ
と
や
れ
』
と
そ
れ
だ
け
」

と
眞
理
さ
ん
の
言
葉
通
り
、
金
平
氏

は
車
両
販
売
に
全
力
で
あ

た
り
、
創
業
か
ら
25
年
後

の
昭
和
61
年
発
行
の
タ
ウ

ン
誌
に
は「
世
界
の
カ
ロ
ー

ラ
を
月
平
均
１
０
０
０
台

売
り
さ
ば
く
猛
者
」
と

し
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
時
、
企
業
発

展
の
秘
訣
を
尋
ね
ら
れ

た
金
平
氏
の
答
え
は
「
カ

ロ
ー
ラ
が
非
常
に
優
秀
で

あ
っ
た
こ
と
と
、
人
材
に

恵
ま
れ
た
こ
と
」。
さ
ら
に

「
免
許
は
持
っ
て
い
る
け

ど
車
は
滅
多
に
乗
ら
な
い
」

と
車
に
興
味
は
な
い
と
断

言
し
、「
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー

ド
を
車
両
通
行
禁
止
に
し

　
「
村
山
金
平
商
店
」と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
を
す
る
と
、「
肥
料
商
」と
と
も
に「
ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ

栃
木
創
業
者
」の
記
述
が
ヒ
ッ
ト
し
ま
す
。「
意
志
が
強
く
、
面
白
い
人
物
」と
、
生
前
を
知
る
誰
も
が

口
を
揃
え
る
６
代
目
村
山
金
平
氏
か
ら
家
業
で
あ
る
肥
料
商
を
継
承
し
た
７
代
目
社
長
に
、
同
社
の

こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
を
伺
い
ま
し
た
。

先
代
の
教
え
は「
手
を
抜
く
な
」の

 
一
言
と
、信
頼
す
る
心

株
式
会
社   

村
山
金
平
商
店    

1
8
4
1（
天
保
11
年
）年
創
業

代表取締役社長の高橋眞理さん

株式会社
村山金平商店

宇都宮市錦3丁目10-6

1028-621-0551
5028-624-4451

明治 42 年から大正元年にかけて綴られた「萬覚簿」。

この１枚の絵からも、大工町で肥料商として
大いに栄えていた様子がうかがえる。



東武宇都宮百貨店

平成23年度  宇都宮市商店街連盟加盟商店街・賛助会員の年末年始イベント情報

商店街名・大型店 イベント名 内　容 期　間 会　場

宇大前商店会

雀宮スタンプ会 

東武馬車道通り商店街（振）

宇都宮オリオン通り商店街（振）

宇都宮中心商店街活性化委員会

ミネ銀座商店会

オリオン通り曲師町商業(協)

東京インテリア家具

みどり野町商店会

宇都宮駅ビルパセオ

和尚塚商工振興会

バンバ通り商店街

福田屋百貨店

かましん

宇都宮Festa

パルコ宇都宮店

東武宇都宮百貨店

12/4（日）

12/3（土）

12/3(土）～12/11（日）

12/4（日）

10/29（土）～1/15（日）

12/10（土）～12/25（日）

12/1（木）～12/20（火）

12/16（金）～12/23（金・祝）

12/22（木）～12/26（月）

11/27（日）～12/25（日）

12/17（土）～12/18（日）

12/2（金）～12/11（日）

11/17（木）～1/15（日）

12/8（木）～12/10（土）

12/9（金）～12/10（土）

12/23（金・祝）～12/25（日）

1/2（月）～

12/10（土）～

12/17（土）～12/31（土）

12/3（土）～12/11（日）

12/17（土）～12/31（土）

12/17（土）

12/18（日）

12/23（金・祝）

12/24（土）

12/25（日）

1/2（月）～1/3（火）

1/4（水）

1/5（木）

1/6（金）

12/28（水）～1/5（木）

12/28（水）～1/5（木）

1/1（元旦）

1/1（元旦）

1/3（火）

1/1（元旦）

1/2（月）～1/22（日）

FKD宇都宮店2階特設会場

FKD宇都宮店1階アトリウム特設会場

FKD宇都宮店1階正面西側入口

FKDインターパーク店2階大催事会場

FKD宇都宮店3階大催事会場

4階特別サロン

（平成23年11月30日現在）

全館

5階イベントプラザ前特設会場

旧魚太店舗

加盟各店

加盟各店

東武馬車道通り

日の出自治会館前

協力各店

アーケード内

宇大前商店会

お猿vs大道芸人ショー

新春餅つき初め＆振る舞い

新春お囃子演奏

第3回スイーツフェスタ

こだわりのうまいもの市・
京都ワターおみやげの市・
しかけ絵本の世界展

家族で初笑い　
梅小鉢ものまねショー

家族で初笑い　
風船太郎バルーンショー

家族でおどろき　
山上兄弟のお父さんによるマジックショー
北見伸＋魔女軍団

福袋

倉沢大樹　
エレクトーンクリスマスライブ

ブラウンブレストヴォイス　
ゴスペルライブ

白鷗大学ハンドベルクワイア　
クリスマスコンサート

宇都宮少年少女合唱団　
クリスマスコンサート

鹿沼ポコアポコ合唱団　
クリスマスコンサート

第二弾北茨城アンテナショップ

歳末売り出し

年末売り出し

イルミネーション「光の並木路」

歳末抽選会

オリオン通り歳末売り出し

オリオンバザール

街路灯新装記念感謝祭

お猿と大道芸人によるショー

福原餅つき唄保存会のみなさんによる餅つき

小松流今泉新町お囃子会の
みなさんによる演奏

お取り寄せ人気スィーツが大集合

うまいもの市・おみやげの市・絵本の世界展

全館

各店舗

宇都宮Festa

グランバザール

初売り

歳末大抽選会

ウィンターセール、初売りなど

秋・冬物商品のクリアランスセール

福袋の販売

カード会員限定。1,000円お買い上げごとに
1スタンプ発行。5スタンプで1回抽選。
1等かましん商品券1万円分が当ります。
12/17～31にスタンプを発行。12/30～31に抽選会を実施。

ウィンターセール、初売りなどお買得セールを実施
（一部店舗を除く）

ものまねショー

バルーンショー

マジックショー

福袋

エレクトーンライブ

ゴスペルライブ

ハンドベルコンサート

合唱

合唱

大通り、バンバ通り、日野町通り、オリオン通り中心市街地イルミネーション2011 中心街のイルミネーション

加盟各店歳末福引売り出し お買い上げに応じ抽選券を進呈し、最終日に抽選会を実施

北茨城の物産展

歳末売り出し

宇都宮本店、インターパーク店
年末年始準備号

歳末ビッグバーゲン

チラシセール

チラシセール

各店頭販売

ふれあい広場

最後の三品ワゴンセール

イルミネーション

今年最後の売り出し

キャンドルによるイルミネーション

全館

グラスＢＯＸ前

Ｗバーゲン

クリスマス特別販売会

ララスクエアと合同セール

クリスマスケーキの特別販売

全館

2階中央特設会場

ポイント5倍セール

ガラポン抽選会

ポイント5倍セール

2,000円以上お買い上げでガラポン抽選会に参加

年末売り出し

加盟各店歳末セール（バンバクリスマス宝くじ2011） お客様に商店街発行の宝くじを提供し、のちに抽選

イルミネーション

商品券1万円が当る

2,000円以上お買い上げで
10万円の商品券が当る抽選券プレゼント

お楽しみくじ（先着1,000名）

野菜・果物つめ放題、スタンプラリーで
７個スタンプを集めると先着300名に新米プレゼント

題字：藤井　清 　名誉会頭 揮毫
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　今月号の特集１では、「商店街通行量・来街者
実態調査」の結果概要を掲載しました。前回
調査（平成22年度）に比べ、通行量は平日で
104％、休日で112％と微増し、明るい兆し
が見え始めました。
　このような調査データを基に、顧客ニーズをしっかりと
把握し、自社（自店）の営業戦略を立ててみてはいかがで
しょうか。

ピーク時には１時間以上の行列も！音楽に酔いしれた２日間

ミヤ・ジャズ
イン２０１1 宇都宮餃子祭

り２０１1

グルメスペシャルで賑わう日野町通り
恒例のがらくた市と伝統芸能の披露
青空市で大賑わい
フリーマーケット in ユニオンは若者がたくさん

宮
の
市（
商
業
祭
）

恒例の秋のイベン
トで 今 年 も 中 心 部
が 賑 わ い まし た。
11 月 5 日（ 土 ）・
6 日（ 日 ）に行 わ
れた イ ベ ントを 写
真でご紹介します。

1

2

3

4

1

2

3

4

2223 December  2011

宇
都
宮
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ「
宮
カ
フ
ェ
」

宮
カ
フ
ェ
事
務
所

☎
6
3
5-

0
0
2
1

問合せ

　

こ
の
ほ
か
に
も
季
節
に
応
じ
た
イ
ベ

ン
ト
・
展
示
を
行
う
予
定
で
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
変
更
に
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
事
務

所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
平
成
23
年
11
月
30
日
現
在
）

　

宮
カ
フ
ェ
店
頭
で
、
う
つ
の
み

や
シ
テ
ィ
ガ
イ
ド
協
会
に
よ
る

案
内
所
設
置（
毎
週
日
曜
日
）

12
月
11
日
、
18
日
、
25
日
、

平
成
24
年
１
月
８
日
、
15
日
、
22
日

ま
ち
な
か
案
内
所

営
業
時
間
の
お
知
ら
せ

午
前
10
時
〜
午
後
7
時

☎
6
6
6-

8
9
3
8

午
前
11
時
30
分
〜
午
前
０
時

☎
6
6
6-

8
7
8
5

●
2
階
プ
チ
プ
レ
リ

●
1
階
＠
ｍ
ｉ
ｙ
ａ

年
末
年
始
営
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
予
定

●
12
月
31
日
ま
で
通
常
営
業

●
平
成
24
年 

１
月
１
日  

休
業

●　

〃　
　

         

２
日   

初
売
り

秋　  の
イ
ベン
ト
大
盛
況！！

  

ジャ
ズ
の
調
べの
中

  

ショッピ
ン
グ
や

  

餃
子
に
舌
鼓
！

12月
December

◎
実
施
中（
12
月
31
日
ま
で
予
定
） 

　
「
宇
都
宮
地
酒
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」       

　

〜
宇
都
宮
の
地
酒
を
飲
ん
で
愉
快
に
な
ろ
う
！
〜

◎
12
月
17
日（
土
）

   

午
後
2
時
〜

 　
「
宮
カ
フ
ェ 

ク
リ
ス
マ
ス

                  

コ
ン
サ
ー
ト（
永
井
陽
子
ほ
か
）」

●
２
階
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
、

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
内（
２
階
プ
チ

プ
レ
リ
協
力
）

◎
12
月
24
日（
土
） 

午
後
2
時
〜 

 　
「
愉
快
ラ
イ
ブ（
愉
快
だ
バ
ン
ド
ほ
か
）」 

●
２
階
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
、

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
内（
２
階
プ
チ

プ
レ
リ
協
力
）




